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日
本
語
学
論
説
資
料 

 
 

第
五
十
二
号
〔
二
〇
一
五
年
（
平
成
二
十
七
年
）
分
〕 

 
 

 
 

収

録

論

文

一

覧

 

 

第
一
分
冊
（
国
語
学
一
般
・
国
語
史
・
文
字･

表
記
） 

 

一 

国
語
学
一
般 

 

大
阪
産
業
大
学
論
集 

人
文
・
社
会
科
学
編 

 

《
い
る
》 

―
日
本
語
か
ら
の
哲
学
・
試
論
―(

二) 

平 

尾 

昌 

宏 

1 

二
三 

(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
産
業
大
学
論
集 

人
文
・
社
会
科
学
編 

 

《
あ
る
》 

―
日
本
語
か
ら
の
哲
学
・
試
論
―(

三) 

平 

尾 

昌 

宏 

13 

二
五 

(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岡
山
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
集
録 

 

保
科
孝
一
の
国
語
教
育
研
究
に
お
け
る
国
家
主
義
と
「
国 

浮 

田 

真 

弓 

23 

一
五
八 

(

一
五･

二) 

語
」
の
民
主
化 

 
 

語
彙
研
究
会 

語
彙
研
究 

一
一 

(

一
四･

三) 

古
典
語
に
お
け
る
「
言
語
リ
ソ
ー
ス
」
の
問
題
に
つ
い
て 

近 

藤 

泰 

弘 

28 
 

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

三
六 

「
近
代(

日
本)

語
」
を
め
ぐ
っ
て 

今 

野 

真 

二 

一 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 

(

一
五･

一
一) 

外
国
人
の
日
本
語
研
究 

─
辞
書
・
文
法
書
─ 

倉 

島 

節 

尚 

一
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

／
著 

 
 

木 

村 
 
 

一 
 

 
 
 
 
 

／
年
表 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 

(

一
五･

一
一) 

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
文
法
研
究 

中 

山 
綠 

朗 

一
八 

 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系 

Ⅰ 

真
名
本
『
方
丈
記
』
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
日
本
語
の
様 

前 

嶋 

深 
雪 

二
〇 

 

六
五 

(

一
四･

一) 

相 

─
テ
キ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
る
力
に
注
目
し
て
─ 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

書
き
と
め
ら
れ
た
日
本
語
と
認
知
と 

─
桂
本
佚
名
古
辞 

前 

嶋 

深 

雪 
二
五 

文
学 

四
六 

(

一
四･

三) 

書
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
か
ら
─ 

 
 

東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
研
究
会 

人
文 

明
治
維
新
期
「
国
語
」
創
成
へ
の
歩
み 

─｢

漢
文｣

｢

漢 

大 

岡 
 
 

玲 

32 

自
然
科
学
論
集 

一
三
七 

(

一
五･

三) 

字｣

を
め
ぐ
る
一
断
面
─ 

 
 

日
本
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
ピ
ア
協
会
研
究
年
報 

 

言
語
変
化
の
傾
向
と
動
向 

小 

柳 

智 

一 

44 

二
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

日
本
語
の
哲
学
〈
そ
の
二
〉 

糸 

井 

通 

浩 

三
一 

 

一
九 

(

一
五･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

日
本
語
の
哲
学
〈
そ
の
三
〉 

糸 

井 

通 

浩 

四
三 

 

二
〇 

(

一
五･

一
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

二 
 

戦
前
期
上
海
に
於
け
る
日
本
語
ブ
ー
ム
の
一
考
察 

 

酒 

井 

順
一
郎 

50 
(

一
四･

一
〇) 

―
第
一
次
上
海
事
変
前
後
を
中
心
に
― 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

四 
 

公
共
サ
イ
ン
の
や
さ
し
い
表
示
を
考
え
る 

岩 

田 

一 

成 

55 
(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

四 
 

漢
字
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
む
け
て 

あ 

べ 

や
す
し 

59 
(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

満
洲
国
政
府
語
学
検
定
試
験
の
目
的 

─
一
九
三
六
年
に 

祝 
 
 
 
 

利 

64 

一
一
二 

(

一
四･

七) 

実
施
さ
れ
た
日
本
語
試
験
と
満
洲
語
試
験
の
比
較
分
析
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通
し
て
─ 
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明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
七 

 

大
槻
文
彦
の
標
準
語
観 

田 

鍋 

桂 

子 

71 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

明
治
期
に
廃
れ
た
〈
直
訳 -

 

意
訳 -

 

注
釈
〉
式
英
語
学
習 

藤 

本 

幸 

伸 

78 

社
会
科
学 

自
然
科
学 
六
三-

一･

二 
  

書
の
可
能
的
工
夫 

 
(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

二 

国
語
史 

 

愛
知
県
立
大
学 

文
字
文
化
財
研
究
所
紀
要 

 

天
草
版
『
平
家
物
語
』
の
注
記
記
号
に
つ
い
て 

 

川 

口 

敦 

子 

87 

一 
(

一
五･

三) 
─
朱
引
を
手
が
か
り
と
し
て
─ 

 
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

一
〇 

 

『
補
忘
記
』
の
貞
享
版
と
元
禄
版
に
つ
い
て 

上 

野 

和 

昭 

六
〇 

(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

一
〇
五 

 

「
サ
テ
」
の
直
前
文
を
跳
び
越
す
用
法
に
つ
い
て 

百 

瀬 

み
の
り 

七
一 

(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 

宇
治
拾
遺
物
語
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て 

柴 

田 

昭 

二 

八
〇 

一
四
三 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連 
 
 

仲 

友 
 

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室 

 

甲
南
女
子
大
学
本
源
氏
物
語
梅
枝
巻
の
本
文
と
解
釈 

 

工 

藤 

重 

矩 

八
五 

国
語
国
文 

薩
摩
路 

五
九 

(

一
五･

三) 

─
人
物
呼
称
を
め
ぐ
る
異
文
を
中
心
に
─ 

 
 

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類
紀
要 

近
世
前
期
に
お
け
る
危
惧
表
現
形
式 
─
近
松
世
話
浄
瑠 

近 

藤 
 
 

明 

九
〇 

 

七 
(

一
五･

三) 

璃
を
中
心
に
─ 

 
 

川
村
学
園
女
子
大
学
研
究
紀
要 

二
六-

一 
 

中
世
絵
画
史
料
に
お
け
る
歌
謡
の
表
現 

廝 
 
 

浩 

和 

97 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
藝
研
究 

御
堂
関
白
記
に
お
け
る
音
の
通
用
に
つ
い
て 

安 

田 

博 

重 

九
五 

 

六
六-

二 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

『
名
語
記
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』 
小 

林 

雄 

一 

一
〇
七 

語
国
文 

八
三-

六 
(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

「
た
づ
」
と
「
つ
る
」
考 

岩 

井 
宏 

子 

一
一
七 

語
国
文 

八
四-

三 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

上
代
に
お
け
る
接
尾
辞
ム
と
ブ
を
め
ぐ
っ
て 

―
形
容
詞 

大 

秦 

一 
浩 
一
二
八 

語
国
文 

八
四-

四 
(

一
五･

四) 

語
幹
に
接
し
て
動
詞
を
派
生
す
る
場
合
― 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

キ
リ
シ
タ
ン
手
稿
類
の
ヅ
表
記
と
そ
の
周
辺 

川 

口 

敦 

子 

一
三
三 

語
国
文 

八
四-

四 
(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

『
名
語
記
』
と
『
色
葉
字
類
抄
』
続
考 

小 

林 

雄 

一 

一
四
一 

語
国
文 

八
四-

四 
(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

春
庭
は
「
あ
ゆ
ひ
抄
」
を
書
写
し
た
の
か 

 

竹 

田 

純
太
郎 

一
四
八 

語
国
文 

八
四-

四 
(

一
五･

四) 

─｢

て
に
を
は
扣｣

・｢

語
法
手
扣｣

再
考
─ 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

京
都
大
学
文
学
研
究
科
蔵
『
無
名
字
書
』
解
題 

森 

下 

真 

衣 

一
六
四 

語
国
文 

八
四-

五 
(

一
五･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

明
治
期
演
説
速
記
の
成
立
過
程 

─
速
記
字
原
稿
を
中
心 

A
lbeker A

ndrás 
 
 

108 

語
国
文 

八
四-

五 
(

一
五･

五) 

に
─ 

 
 

 Zsigm
ond

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

平
曲
譜
本
の
変
遷
に
お
け
る
『
秦
音
曲
鈔
』
の
位
置 

石 

川 

幸 

子 
*** 

語
国
文 

八
四-

六 
(

一
五･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

四 
 

「
聞
く
」
の
推
定
用
法 

─
今
昔
物
語
集
を
中
心
に
─ 

近 

藤 

政 

行 

一
七
四 

(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

九 
 

「
御
覧
ず
」
の
関
係
規
定
性 

─
源
氏
物
語
に
お
け
る
─ 

高 

桑 

恵 

子 

一
八
一 

(

一
五･

九) 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

日
本
語
の
疑
問
文
の
歴
史
素
描 

金 

水 
 
 

敏 

114 

ビ
ュ
ー 

五-

三 
(

一
五･

二) 
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島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要 

四
九 

 

ア
ス
ペ
ク
ト
複
合
動
詞
「
～
漏
ら
す
」
の
歴
史
的
検
討 

百 

留 

康 

晴 

121 
(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
部
大
学 

人
文
学
部
研
究
論
集 

三
一 

  

先
史
ア
ジ
ア
語
と
そ
の
残
影(

七) 

近 

藤 

健 

二 

130 
(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
部
大
学 

人
文
学
部
研
究
論
集 

三
二 

  

先
史
ア
ジ
ア
語
と
そ
の
残
影(

八) 

近 

藤 

健 

二 

146 
(

一
四･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･
二) 

古
辞
書
と
は 

倉 

島 

節 

尚 

一
八
八 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･

二) 

上
代
の
辞
書 

─
『
新
字
』
は
存
在
し
た
か
─ 

沖 

森 

卓 

也 

一
九
三 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･

二) 
中
古
の
辞
書 

─
類
聚
名
義
抄
─ 

金 

子 
 
 

彰 

二
〇
一 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･

二) 

中
古
の
辞
書 

─
色
葉
字
類
抄
─ 

山 

本 

真 

吾 

二
〇
七 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･

二) 

中
世
の
辞
書 

─
下
学
集
・
和
玉
篇
・
聚
分
韻
略
・
塵
袋 

中 

山 

綠 

朗 

二
一
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
塵
添
壒
嚢
鈔
─ 

 
 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･

二) 

近
世
の
辞
書 
─
節
用
集
─ 

木 

村 
 
 

一 

二
一
八 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･

二) 

近
世
の
辞
書 

─
『
倭
訓
栞
』『
雅
言
集
覧
』『
俚
言
集
覧
』 

木 

村 

義 

之 

二
二
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･

二) 

名
語
記 

─
鎌
倉
時
代
の
奇
書
・
珍
書
─ 

中 

山 

綠 

朗 

二
三
四 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
三
九 

(

一
五･

二) 

見
出
し
語
の
配
列 

─
部
首
順
・
い
ろ
は
順
・
五
十
音
順 

倉 

島 

節 

尚 

二
三
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 

(

一
五･

一
一) 

Ｗ
・
Ｈ
・
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
和
和
英
語
彙
』 

陳 
 
 

力 

衛 

二
三
八 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 

(

一
五･

一
一) 

Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
会
話
日
本
語
』 

常 

盤 

智 

子 

二
四
五 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 

(

一
五･

一
一) 

Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
』 
木 

村 
 
 

一 

二
五
〇 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 

(

一
五･

一
一) 

Ｅ
・
Ｍ
・
サ
ト
ウ
、
石
橋
編
『
英
和
口
語
辞
典
』 

 
村 
山 

昌 

俊 

二
五
八 

 

─
も
う
一
つ
の
近
代
日
本
語
資
料
─ 

 
 

東
海
大
学
日
本
文
学
会 

湘
南
文
学 

四
九 

 

漢
語
「
光
陰
」
の
サ
変
動
詞
的
用
法
説
へ
の
一
視
点 

 

小 

林 
行 

雄 

二
六
三 

(

一
四･

一
一) 

─
出
典
『
宗
祗
畳
字
百
韻
』
の
当
該
箇
所
に
お
け
る
「
原 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
字
列
」
の
推
定
─ 

 
 

東
海
大
学
日
本
文
学
会 

湘
南
文
学 

五
〇 

 

谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
證
』
小
攷 

─
巻
一
彙
言
「
文 

志 

水 

義 

夫 
二
六
七 

(

一
五･

三) 

字
」「
倭
訓
」「
譯
原
」「
仮
借
」
四
項
の
言
語
観
の
由
来
─ 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
五 

(

一
四･

九) 

幕
末
の
英
和
辞
書
に
お
け
る
邦
訳
の
比
較
考
察 

三 

好 
 
 

彰 

164 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系 

Ⅰ  

『
私
用
抄
』
と
『
温
故
知
新
書
』 

─
『
万
葉
集
』
か
ら
連 

高 

橋 

久 

子 

二
七
八 

 

六
六 

(

一
五･

一) 

歌
論
書
へ
、
連
歌
論
書
か
ら
古
辞
書
へ
─ 

 
 

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學 

一
一
〇 

 

世
阿
弥
自
筆
能
本
『
多
度
津
左
衛
門
』 

語
彙
総
索
引
稿 

金 

子 
 
 

彰 

二
九
二 

(

一
四･

三) 
 

冨 

田 

千 

晴 
 

 
 
 
 
 
 

／
編 

 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

上
代
の
接
続
詞
「
し
か
ら
ば
」
の
発
生
に
つ
い
て 

楊 
 
 
 
 

瓊 

172 

八
二 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
大
学
大
学
院
日
本
語
学
研
究
会 

同
志 

と
は
ず
が
た
り
全
用
語
全
事
例
辞
典 

起
稿 

石 

井 

久 

雄 

179 

社
日
本
語
研
究 

一
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
洋
大
学
通
信
教
育
部 

東
洋
通
信 

五
一-

三 

『
和
英
語
林
集
成
』
に
お
け
る
増
補
見
出
し
語
の
性
格 

木 

村 
 
 

一 

185 
(

一
四･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要 

五
六 

(

一
二･

二) 

漢
文
訓
読
史
概
説
の
構
想 

小
助
川 

貞 

次 

190 
 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二 

清
原
宣
賢
と
清
原
枝
賢
の
字
音
点
の
相
違
に
つ
い
て 

 

坂 

水 

貴 

司 

三
〇
九 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 

六
四 

  

─
『
論
語
』
『
中
庸
章
句
』
を
資
料
と
し
て
─ 

 
(

一
五･

一
二) 
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北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文
研
究 

図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
仏
典
音
義
類
と
辞 

申 
 
 

雄 

哲 

197 
 

一
四
七 

(

一
五･
一
〇) 

書
類
の
利
用 

 
 

北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要 

一
四
二 

  

平
安
時
代
漢
字
字
書
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築 

池 

田 

証 

壽 

204 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

『
顔
氏
家
訓
』
と
『
和
名
類
聚
抄
』 

―
『
遊
仙
窟
』
「
師 

藏 

中 

し
の
ぶ 

三
一
四 

 

六
三
〇 

(

一
三･

三) 

説
」
注
記
と
の
比
較
か
ら
― 

 
 

立
命
館
大
学
大
学
院
言
語
教
育
情
報
研
究
科 

 

古
典
文
学
研
究
に
お
け
る
計
量
文
献
学
的
手
法
を
め
ぐ
っ 

北 

原 

慈 

子 

210 
Studies in Language Science 

5 
 

て 

─
『
更
級
日
記
』
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
『
夜
半
の 

 
(

一
五･

三) 

寝
覚
』
『
紫
式
部
日
記
』
を
題
材
と
し
て
─ 

 
  

三 

文
字
・
表
記 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

一
〇 

 

『
続
日
本
紀
』
宣
命
の
清
濁
書
き
分
け
と
宣
命
書
き
の
表 

澤 

崎 
 
 

文 

三
一
八 

(

一
五･

二) 

記
意
識 

 
 

科
学
技
術
振
興
機
構 

情
報
管
理 

五
八-

三  

字
体
と
字
形
の
狭
間
で 

文
字
情
報
基
盤
整
備
事
業
を
例 

小 

林 

龍 

生 

225 
(

一
五･

六) 

と
し
て 

 
 

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室 

 

古
代
日
本
語
の
用
字
考 
─｢
賜｣

｢

咲｣

の
文
字
に
関
し 

藤 

井 

茂 

利 

三
二
七 

国
語
国
文 

薩
摩
路 

五
九 

(

一
五･

三) 

て
─ 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
四-

一
一  

個
人
に
お
け
る
表
記
の
規
則
性 

―
冷
泉
為
秀
の
表
記
分 

家 

入 

博 

徳 

三
三
一 

(

一
三･

一
一) 

析
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

二 
 

現
代
版
「
絵
文
字
」
と
そ
の
機
能 

尾 

山 
 
 

慎 

229 
(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

六 
(

一
三･

一
一) 

『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
の
た
め
の
書
籍
活
字
の
電
子 

須 

永 

哲 

矢 

237 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

化 

―
小
学
館
新
全
集
『
今
昔
物
語
集
』
を
事
例
と
し
て 

堤 
 
 

智 

昭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

九 
(

一
五･

七) 

漢
字
の
構
造
分
析
に
関
わ
る
問
題 

─
漢
字
字
体
の
構
造 

ヴ
ォ
ロ
ビ
ヨ
ワ 

 
*** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
解
と
コ
ー
ド
化
に
基
づ
く
計
量
的
分
析
─ 

 
 
 

ガ
リ
ー
ナ 

 
 

ヴ
ォ
ロ
ビ
ヨ
フ 

 
 

 
 
 

ヴ
ィ
ク
ト
ル 

 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告 

一
九
四 

 

九
～
一
〇
世
紀
の
仮
名
の
書
体 

ひ
ら
が
な
を
中
心
と
し 

小 

倉 

慈 
司 
三
四
〇 

(

一
五･

三) 

て 
 

 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
八-

一 

文
字
伝
達
に
お
け
る
感
情
記
号
の
同
調 

─
句
読
記
号
に 

瀧 

澤 
 
 

純 
247 

(

一
五･

九) 

は
句
読
記
号
を
、
顔
文
字
に
は
顔
文
字
を
─ 

坂 

牧 
 
 

悟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

下 

利 

之 
 

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要 

三
二 

(

一
五･

三) 

上
代
日
本
敬
語
表
記
の
諸
相 

─｢

見｣
｢

賜｣
｢

奉
仕｣

｢

仕 

瀬 

間 

正 

之 

三
四
八 

 

奉｣

─ 
 

 

成
蹊
大
学 

成
蹊
国
文 

四
八 

(

一
五･

三) 

馬
琴
読
本
の
平
仮
名
字
体 

─
『
月
氷
竒
縁
』
『
椿
説
弓 

市 

地 
 
 

英 

三
六
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

張
月
』
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
を
資
料
に
─ 

 
 

専
修
大
学
学
会 

専
修
人
文
論
集 

九
六 

  

悦
目
抄
と
そ
の
前
後 

─
字
形
の
誤
認
識
と
用
字
意
識
の 

斎 

藤 

達 

哉 

252 
(

一
五･

三) 

誤
類
推
修
正
─ 

 
 

玉
川
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
研
究
紀
要 
 

本
居
宣
長
母
お
勝
書
簡
に
お
け
る
漢
字
使
用
に
関
す
る
考 

永 

井 

悦 

子 

三
七
四 

七 
(

一
四･

三) 

察 

─
使
用
字
種
の
傾
向
を
中
心
に
─ 

 
 

中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文
研
紀
要 

 

現
代
日
本
語
の
漢
字
の
意
味
分
類 

野 

田 

時 

寛 

265 

八
〇 

(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 
(

一
五･

一
一) 

ロ
ー
マ
字
綴
り
の
変
遷 

倉 

島 

節 

尚 

三
七
九 

 

鶴
見
大
学
日
本
文
学
会 

国
文
鶴
見 

四
九 

 

活
字
體
と
筆
記
體 

筒 

井 

茂 

德 

三
八
二 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系 

Ⅰ  

漢
語
の
位
相
と
表
記 

─｢

数
珠｣

の
場
合
─ 

高 

橋 

久 

子 

三
九
〇 

 

六
五 

(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

李 
 
 
 
 

妍 
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東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系 

Ⅰ 

真
名
本
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
の
ふ
る
ま
い 

 

前 

嶋 

深 

雪 

三
九
七 

 

六
六 

(

一
五･
一) 

─
表
現
形
式
と
叙
述
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
─ 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
多
音
節
助
詞
の
表
記 

吉 

岡 

真
由
美 

277 

八
二 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
志
社
大
学
人
文
学
会 

人
文
学 

一
九
五 

 

『
理
事
功
程
』
に
お
け
る
外
国
地
名
表
記 

─
新
島
草
稿 

入 

江 

さ
や
か 

四
〇
一 

(

一
五･

三) 

と
比
較
し
て
─ 

 
 

同
志
社
大
学
文
化
学
会 

文
化
学
年
報 
六
四 

新
島
襄
草
稿
「
理
事
功
程
」
に
お
け
る
外
国
地
名
表
記 

入 

江 

さ
や
か 

283 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
大
学
大
学
院
日
本
語
学
研
究
会 

同
志 

多
音
節
訓
仮
名
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
語
句 

 

吉 

岡 

真
由
美 

292 

社
日
本
語
研
究 

一
九 

(

一
五･

九) 
─
『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
実
態
と
傾
向
─ 

 
 

徳
島
文
理
大
学
文
学
部 

文
学
論
叢 

三
一 

 

古
事
記
に
お
け
る
「
赤
」
の
用
字
法 

～
霊
威
の
表
現
と 

鎭 

西 

三 

恵 

四
一
四 

(

一
四･

三) 

し
て
の
特
徴
～ 

 
 

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会 

漢
字
文
化
研
究 

 

訓
字
主
体
表
記
と
略
音
仮
名 

尾 

山 
 
 

慎 

298 

四 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon

 
 

ロ
ー
マ
字
論
の
原
理 

Sim
izu- 

 

305 
667 

(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

M
asayuki 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

三 
 

仮
名
は
す
べ
て
同
じ
よ
う
に
発
音
さ
れ
る
の
か 

玉 

岡 

賀
津
雄 

311 
(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

三 
 

重
力
下
の
縦
書
き
と
幻
の
皇
国
書
式(
上) 

屋
名
池 

 
 

誠 

316 
(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

四 
 

日
本
語
点
字
の
表
記
論 

─
漢
字
を
つ
か
わ
な
い
日
本
語 

な
か
の 

ま 

き 

321 
(

一
五･

一
〇) 

文
字
と
し
て
の
日
本
語
点
字
─ 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

四 
 

｢

日
本
語
漢
字
の
こ
れ
ま
で
、
今
後｣ 

─
非
関
税
障
壁
な 

ま
し
こ
・ 

324 
(

一
五･

一
〇) 

い
し
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
と
し
て
の
日
本
語
漢
字
─ 

 
 
 

ひ
で
の
り 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

四 
 

重
力
下
の
縦
書
き
と
幻
の
皇
国
書
式(

下) 
屋
名
池 

 
 

誠 

329 
(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

四 
 

占
領
軍
、
文
部
省
、
国
語
審
議
会
に
「
漢
字
廃
止
・
ロ
ー 

茅 

島 
 
 

篤 

335 
(

一
五･

一
〇) 

マ
字
化
」
の
方
針
は
存
在
し
た
か 

─｢

当
用
漢
字
表｣

・ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

日
本
人
の
読
み
書
き
能
力
調
査｣

を
背
景
に
─(

上) 
 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

四 
 

表
現
の
壁
と
表
記
の
壁 

岡 

崎 

洋 

三 
341 

(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
ロ
ー
マ
字
会 

R
oom

azi Sekai 
863 

 

ロ
ー
マ
字
運
動
一
三
〇
年
の
あ
ゆ
み 

年
表 

日
本
ロ
ー
マ
字
会 

345 
(

一
五･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

文
献
探
究
の
会 

文
献
探
究 

五
二 

 

明
治
後
期
に
お
け
る
仮
名
使
用
に
つ
い
て 

─
韻
文
資
料 

巣 

山 

優 

希 

四
二
五 

(

一
四･

三) 

を
中
心
に
─ 

 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

沖
縄
文
化
研
究 

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
助
詞
ガ
の
表
記
再
考 

間 

宮 

厚 

司 

四
三
二 

 

四
二 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文
研
究 

『
篆
隷
万
象
名
義
』
の
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築 

 

李 
 
 
 
 

媛 

368 
 

一
四
六 

(

一
五･

六) 

─
『
玉
篇
』
残
巻
対
応
部
分
を
中
心
に
し
て
─ 

 
 

武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院
研
究
紀
要 

八 
 

伊
勢
物
語
の
「
う
ら
山
し
く
も
か
へ
る
な
み
か
な
」 

 

阿
久
澤 

 
 

忠 

四
四
二 

(

一
五･

三) 

─
仮
名
文
の
中
の
漢
字
─ 

 
 

盛
岡
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
学
会
誌 

 

文
字
論 

─
書
か
ら
み
た
「
壬
」
字
の
一
考
察
─ 

林 
 
 
 
 

稔 

四
四
八 

二
六 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
二
分
冊
（
文
法
） 

 

文 

法 
 

愛
知
大
学
語
学
教
育
研
究
室 
言
語
と
文
化 

 

一
人
称
代
名
詞
の
言
語
化
・
非
言
語
化
の
意
味 

 

山 

本 

雅 

子 

1 

三
〇 

(

一
四･

一) 

―
客
体
的
事
態
解
釈
と
主
体
的
事
態
解
釈
― 

 
 

愛
知
学
院
大
学
論
叢 

教
養
部
紀
要 
六
一-

四 

補
足
の
接
続
詞
「
も
っ
と
も
、
た
だ
し
」
の
意
味
分
析 

伊
豆
原 

英 

子 

9 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究 

二
二 

 
｢

本
来
の
意
味
・
機
能｣

と
二
段
活
用
の
一
段
化 

佐
々
木 

淳 

志 

17 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会 

説
林 

六
二 

 
｢

る
・
ら
る｣

の
尊
敬
用
法
の
拡
張 

吉 

田 

永 

弘 

一 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会 

説
林 

六
二 

 

『
天
草
版
平
家
物
語
』
に
お
け
る
係
助
詞
「
こ
そ
」
の
用 

近 

藤 

政 

美 

25 
(

一
四･

三) 

法
に
関
す
る
見
解 
─
安
田
章
氏
の
論
文
「
コ
ソ
の
拘
束 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

力
」
を
中
心
に
し
て
─ 

 
 

愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会 

説
林 

六
三 

 

『
捷
解
新
語
』
に
お
け
る
文
法
的
形
態
に
つ
い
て 

 

福 

沢 

将 

樹 

34 
(

一
五･

三) 

─
文
末
名
詞
構
文
を
中
心
に
─ 

 
 

岩
手
県
立
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー 

 

日
本
語
の
使
役
起
動
交
替
に
対
す
る
形
態
統
語
的
ア
プ
ロ 

高 

橋 

英 

也 

39 
Liberal arts 

9 
(

一
五･

三) 

ー
チ 

 
 

桜
美
林
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

桜
美
林
言
語 

｢

結
果｣

の
文
法
化 

─
接
続
助
詞
的
用
法
を
中
心
に
─ 

東 

條 

和 

子 

46 

教
育
論
叢 

一
〇 

(

一
四･

三) 
 

 
 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

一
〇
五 

 

指
定
辞
「
ト
イ
ウ
」
の
比
喩
的
な
用
法
に
つ
い
て 

 

大
田
垣 
 
 

仁 

51 
(

一
五･

一
二) 

─
コ
ピ
ュ
ラ
文
と
の
対
照
か
ら
み
た
─ 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
研
究 

四
〇 

 

消
え
る
モ
ダ
リ
テ
ィ 

─
命
題
内
要
素
の
場
合
と
引
用
の 
渡 

辺 

伸 

治 

60 
(

一
四･

三) 

場
合
─ 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科 

待
兼
山
論
叢 

名
詞
型
助
数
詞
の
構
文
と
傾
向 

東 
条 
佳 

奈 

68 
 

日
本
学
篇 

四
八 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
学
院
大
学
通
信 

四
五-

一
二 

(

一
五･

三) 
｢

気
持
ち
を
表
す
こ
と
ば
の
誕
生 

―
文
法
化
と
い
う
こ 

神 

田 

靖 
子 

77 
 

と
―｣

語
用
論 

そ
の
二 

 
 

大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研 

時
間
に
関
わ
る
マ
デ
ニ
と
マ
エ
ニ 

藪 

崎 

淳 

子 
七 

究
会 

文
学
史
研
究 

五
四 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研 

所
在
文
の
広
が
り 

─
存
在
文
と
の
対
応
─ 

丹 

羽 

哲 

也 

一
二 

究
会 

文
学
史
研
究 

五
五 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
月
短
期
大
学 

大
月
短
大
論
集 

四
六 

 

ノ
ダ
文
に
お
け
る
既
定
性
と
は
何
か 

―｢

前
提
的
既
定 

藤 

城 

浩 

子 

86 
(

一
五･

三) 

性｣

と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
― 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究 

一
〇 

 
Som

e N
otes on the R

eflexive Verb C
onstruction  

Tohru  
 

96 
(

一
四･

三) 
in Japanese 

 
 

N
O

G
U

C
H

I 
 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 

十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て 

柴 

田 

昭 

二 

二
〇 

一
四
二 

(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連 
 
 

仲 

友 
 

學
習
院
大
學
國
語
國
文
學
會
誌 

五
七 

 

連
体
修
飾
用
法
の
感
情
形
容
詞
と
被
修
飾
名
詞
の
意
味
関 

村 

上 

佳 

恵 

103 
(

一
四･

三) 

係 

─
う
れ
し
い
人
、
う
れ
し
い
話
、
う
れ
し
い
悲
鳴
─ 

 
 

學
習
院
大
學
國
語
國
文
學
會
誌 

五
七 

 

聞
き
手
知
識
を
前
提
と
す
る
「
ナ
ニ
」
の
機
能
に
つ
い
て 

竹 

内 

直 

也 

109 
(

一
四･

三) 

─
ナ
ン
ダ
カ
ラ
、
ナ
ン
ダ
ッ
タ
ラ
、
ナ
ン
ナ
ラ
、
ナ
ン
ダ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ガ
を
例
に
─ 

 
 

関
西
大
学
国
文
学
会 

国
文
学 

九
九 

 

複
合
格
助
詞
「
に
お
い
て
」
の
史
的
考
察 

陳 
 
 
 
 

韻 

116 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

関
西
外
国
語
大
学
研
究
論
集 

一
〇
〇 

 

名
詞
述
語
文
に
お
け
る
形
容
詞
と
名
詞 

─
形
容
詞
に
よ 

光 

信 

仁 

美 

130 
(

一
四･

九) 

る
連
体
修
飾
の
あ
り
か
た
を
め
ぐ
っ
て
─ 
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関
西
外
国
語
大
学
留
学
生
別
科
日
本
語
教
育
論 

日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
複
文
の
テ
ン
ス
の
扱
い 

大 

川 

英 

明 

140 

集 

二
二 

(
一
二･
一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
見
工
業
大
学 
人
間
科
学
研
究 

一
一 

 

日
本
語
母
語
話
者
と
中
国
人
学
習
者
の
「
て
く
れ
る
」
文 

末 

繁 

美 

和 

148 
(

一
五･

三) 

容
認
度
の
違
い
に
つ
い
て 

―
先
行
す
る
動
詞
が
「
て
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
る
」
の
習
得
に
及
ぼ
す
影
響
― 

 
 

岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 
人
文
科
学 

 

い
き
も
の
が
か
り
の
言
語
学
三 

～
文
法
的
逸
脱
表
現 

山 

田 

敏 

弘 

156 

六
四-

一 
(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岐
阜
大
学
国
語
国
文
学 

四
〇 

(

一
四･
三) 

指
示
詞
付
帯
型
名
詞
修
飾
節 

山 

田 

敏 

弘 

161 
 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要 

教
育
学
部
編 

 

三
代
集
に
お
け
る
主
節
中
の
主
格
の
「
の
」
に
つ
い
て 

小 

田 
 
 

勝 

二
五 

五
三 

(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

九
州
大
学
大
学
院 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

 
不
定
語
の
解
釈
と
叙
述
関
係 

池 

田 

則 

之 

167 

三
四 

(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

九
州
大
学
大
学
院 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

 

否
定
文
の
言
語
的
意
味
と
発
話
に
お
け
る
制
約 

片 

岡 

喜
代
子 

180 

三
五 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

九
州
大
学
大
学
院 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

 
｢

差
し
迫
っ
た
命
令｣
に
関
す
る
覚
え
書
き 

 

有 

田 

節 

子 

188 

三
五 

(

一
五･

三) 

─
日
本
語
の
テ
ン
ス
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
接
点
─ 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

連
体
形
結
び
の
役
割 

─
カ
と
コ
ソ
の
場
合
─ 

蔦 
 
 

清 

行 

三
二 

語
国
文 

八
四-

四 
(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

存
在
文
の
分
類
を
め
ぐ
っ
て 

丹 

羽 

哲 

也 

四
六 

語
国
文 

八
四-

四 
(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

叙
想
的
テ
ン
ス
の
出
現
条
件 

福 

田 

嘉
一
郎 

196 

語
国
文 

八
四-

五 
(

一
五･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

「
が
」
格
の
原
理 

半 

藤 

英 

明 

五
七 

語
国
文 

八
四-

八 
(

一
五･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

上
代
に
お
け
る
動
詞
ミ
ル
の
終
止
形 
岡 

村 

弘 

樹 

六
五 

語
国
文 

八
四-

一
一 

(

一
五･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学 

 

と
り
た
て
助
詞
「
で
も
」
で
言
い
換
え
ら
れ
な
い
「
だ
っ 

中 
西 
久
実
子 

204 

研
究
論
叢 

八
二 

(

一
四･

一) 

て
」 

 
 

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要 

四
一 

(

一
五･

二) 

「
コ
ト
カ
ラ
」
構
文
に
関
す
る
考
察 

佐 

野 

裕 
子 

211 
 

京
都
府
立
大
学
国
中
文
学
会 

和
漢
語
文
研
究 

程
度
を
表
す
ホ
ド
と
ク
ラ
イ
の
違
い 

─
名
詞
性
か
ら
の 

川 

﨑 

一 

喜 
217 

 

一
三 

(

一
五･

一
一) 

ア
プ
ロ
ー
チ
─ 

 
 

共
立
女
子
大
学
国
際
学
部
紀
要 

共
立
国
際
研 

名
詞
述
語
文
「
Ａ
が
Ｂ
だ
」
の
使
用
率 

―
意
味
と
構
造 

佐 

藤 

雄 

一 

224 

究 

三
一 

(

一
四･

三) 

の
面
か
ら
― 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

『
蜻
蛉
日
記
』
地
の
文
の
助
動
詞｢

た
り｣

｢

け
り｣

｢

め
り｣ 

坂 

田 

一 

浩 

七
三 

学
研
究 

四
九 

(

一
四･

三) 

─
そ
の
テ
ク
ス
ト
構
成
機
能
を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
 

熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集 

七 

「
両
極
性
」
表
現
に
つ
い
て 

─
否
定
小
考
─ 

三 

木 

悦 

三 

232 
(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
五 

主
観
的
形
容
詞
の
二
次
述
語
的
用
法
に
つ
い
て 

杉 

岡 

洋 

子 

237 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
五 

指
定
ウ
ナ
ギ
文
と
「N

P
1

のN
P

2

」
に
つ
い
て 

小 

屋 

逸 

樹 

247 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
六 

Indirect Passives and R
elational N

ouns (III) 
T

akashi Iida 
 

253 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
六 

統
語
的
語
形
成
と
語
彙
主
義
を
矛
盾
さ
せ
る
原
因
に
つ
い 

柚 

原 

一 

郎 

273 
(

一
五･

三) 

て 
 

 

恵
泉
女
学
園
大
学
紀
要 

二
六 

(

一
四･

二) 

「
デ
サ
エ
」
二
種
の
由
来 

山 

田 

昌 

裕 

283 
 

恵
泉
女
学
園
大
学
紀
要 

二
七 

(

一
五･

二) 

副
助
詞
「
ガ
」
の
存
在 

─｢

カ
ラ
ガ｣

｢

テ
カ
ラ
ガ｣

を 

山 

田 

昌 

裕 

289 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
心
に
─ 
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言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
一-

二  

長
単
位
解
析
器
の
異
な
る
品
詞
体
系
へ
の
適
用 

小 

澤 

俊 

介 

299 
(

一
四･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内 

元 

清 

貴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伝 
 
 

康 

晴 
 

甲
南
大
学
紀
要 

文
学
編 

一
六
四 

 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
比
較
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

八 

亀 

裕 

美 

311 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

甲
南
大
学
紀
要 

文
学
編 

一
六
五 

 

テ
形
複
雑
述
語
の
多
義
性
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
か 

 

中 

谷 

健
太
郎 

316 
(

一
五･

三) 

─
文
法
化
ア
プ
ロ
ー
チ
と
拡
大
的
合
成
ア
プ
ロ
ー
チ
─ 

 
 

甲
南
大
学
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー 
言
語
と 

体
言
締
め
文
に
お
け
る
主
題
と
文
末
名
詞
と
の
関
係
に
つ 

谷 

守 

正 

寛 

323 

文
化 

一
八 

(

一
四･

三) 

い
て 

 
 

甲
南
大
学
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー 

言
語
と 
日
本
語
の
主
語
小
考 

谷 

守 

正 

寛 

333 

文
化 

一
九 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
大
学
大
学
院 

神
戸
言
語
学
論
叢 

九 
 

TH
E LAY

ER
ED

 STR
U

C
TU

R
E O

F SY
N

TA
C

TIC
  

H
ideki  

 

340 
(

一
四･

三) 
V-V

 C
O

M
PO

U
N

D
S IN

 JA
PA

N
ESE

 
 

 
K

ishim
oto

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
会 

神
戸
外
大
論
叢 

日
本
語
に
接
続
法
は
存
在
す
る
か
？ 

福 

嶌 

教 

隆 

351 
 

六
五-

三 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
戸
学
院
大
学 

人
文
学
部
紀
要 

三
四 

 
｢

は
ず
が
な
い｣

と｢
わ
け
が
な
い｣ 

―
異
な
り
の
小
さ 

野 

田 

春 

美 

364 
(

一
四･

三) 

い
類
義
表
現
の
コ
ー
パ
ス
調
査
に
よ
る
分
析
― 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会 

 
E-type

代
名
詞
と
し
て
の
「
み
ん
な
」 

郡 

司 

隆 

男 

371 
Theoretical and A

pplied Linguistics  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

at K
obe Shoin (TA

LK
S) 

17 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

六 
 

『
源
氏
物
語
』
の
動
詞
「
す
」
の
読
解 

─
ヲ
格
＋
ニ
格 

中 

村 

幸 

弘 

八
二 

(

一
五･

六) 

＋
「
す
」
構
文
へ
の
注
目
─ 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

一
二  

例
示
の
副
助
詞
「
な
ど
」
に
よ
っ
て
起
用
さ
れ
た
補
助
動 

中 

村 

幸 

弘 

九
〇 

(

一
五･

一
二) 

詞
「
す
」
に
つ
い
て 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

一
二  

連
体
助
詞
ナ
の
形
骸
化 
蜂 

矢 

真 

弓 

一
〇
〇 

(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

五 
 

近
代
東
京
語
に
お
け
る
「
～
な
」
と
「
お
～
な
」
の
考
察 

陳 
 
 

慧 

玲 

377 
(

一
四･

三) 
 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

五 
 

長
沼
直
兄
の
受
身
記
述
に
つ
い
て 

岡 

田 
 
 

誠 

383 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

五 
 

文
法
教
育
と
し
て
の
間
接
受
身 

岡 

田 
 
 

誠 
391 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
學
紀
要 

四
八 

 

日
本
国
憲
法
に
現
れ
る｢

あ
る｣

｢

す
る｣

｢

な
る｣

の
、 

中 

村 

幸 

弘 

一
〇
六 

(

一
四･

三) 

そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
動
詞
性
に
つ
い
て
観
察
す
る 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

生
成
文
法
理
論
に
基
づ
く
第
一
言
語
獲
得
研
究 

村 

杉 

恵 

子 

395 

ビ
ュ
ー 

四-

三 
(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

上
代
日
本
語
に
お
け
る
疑
問
詞
の
位
置
に
つ
い
て 

エ
デ
ィ
ス
・ 

400 

ビ
ュ
ー 

五-

三 
(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

オ
ル
ド
リ
ッ
ジ 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

八 
(

一
四･

一
一) 

日
本
語
名
詞
述
語
文
へ
の
意
味
情
報
付
与 

今 

田 

水 

穂 

406 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

九 
(

一
五･

七) 

日
本
語
疑
問
文
の
応
答
の
冒
頭
に
現
れ
る
「
は
」
に
つ
い 

有 

田 

節 

子 

419 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て 

─
係
助
詞
か
ら
感
動
詞
へ
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

九 
(

一
五･

七) 

『
虎
明
本
狂
言
集
』
に
お
け
る
「
と
思
ふ
」
と
「
と
存
ず
」 

渡 

辺 

由 

貴 

430 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』
を
利
用
し
て
─ 

 
 

埼
玉
大
学
大
学
院 

日
本
ア
ジ
ア
研
究 

一
一 

連
体
修
飾
節
の
形
容
詞
的
用
法
と
「
結
果
継
続
」 

蔡 
 
 

梅 

花 

439 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

埼
玉
大
学
大
学
院 

日
本
ア
ジ
ア
研
究 

一
二 

連
体
修
飾
節
の
形
容
詞
的
用
法
と
心
的
走
査 

蔡 
 
 

梅 

花 

448 
(

一
五･

三) 
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志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部
研
究
紀
要 

三
五 

A
ssertive in Form

 and non-A
ssertive in M

eaning 
K

en-ichiro  
 

458 
(

一
四･

一) 
 

 
 

 
K

am
achi 

 

四
国
大
学
紀
要 
Ａ
人
文
・
社
会
科
学
編 

Ｂ 

『
蜻
蛉
日
記
』
の
副
助
詞
サ
ヘ 

 

田 

中 

敏 

生 

一
三
〇 

自
然
科
学
編 

Ａ
四
三
・
Ｂ
四
〇 

(

一
四･

一
二) 

─
平
安
朝
和
文
に
お
け
る
〈
周
縁
波
及
性
〉
の
意
義
の
一 

 
 

確
認
─ 

 
 

四
国
大
学
附
属
言
語
文
化
研
究
所 

言
語
文
化 

『
枕
草
子
』
の
副
助
詞
サ
ヘ 

 

田 

中 

敏 

生 

一
三
六 

 

一
二 

(

一
四･

一
二) 

─
平
安
朝
和
文
に
お
け
る
〈
周
縁
波
及
性
〉
の
意
義
の
一 

 
 

確
認(

其
二)

─ 
 

 

四
国
大
学
紀
要 

Ａ
人
文
・
社
会
科
学
編 
Ｂ 

『
大
鏡
』
の
副
助
詞
サ
ヘ 

 

田 

中 

敏 

生 

一
四
三 

自
然
科
学
編 

Ａ
四
四
・
Ｂ
四
一 

(

一
五･

六) 

─
平
安
朝
和
文
に
お
け
る
〈
周
縁
波
及
性
〉
の
意
義
の
一 

 
 

確
認(

其
三)

─ 
 

 

静
岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

人
文
・
社
会 

文
法
現
象
の
教
育
言
語
学
的
考
察 

─
数
量
詞
と
格
助
詞 

宇
都
宮 

裕 

章 

464 

・
自
然
科
学
篇 

六
四 

(

一
四･

三) 

を
再
考
す
る
─ 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 

若
松
賤
子
『
小
公
子
』
の
推
量
表
現
に
つ
い
て 

鶴 

橋 

俊 

宏 

一
四
九 

言
語
文
化
研
究 

一
三 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

実
践
国
文
学
会 

實
踐
國
文
學 

八
八 

 

「
て
も
い
い
か
」
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
研
究 

 

政 

井 

美 

穂 

471 
(

一
五･

一
〇) 

─｢

ギ
ム
レ
ッ
ト
、
も
う
一
杯
飲
ん
で
も
い
い
で
す
か｣

が 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

依
頼
と
解
釈
で
き
る
場
合
を
中
心
に
─ 

 
 

実
践
女
子
短
期
大
学
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

比
較
・
選
択
を
表
す
「
よ
り
」
の
性
質 

奥 

村 

大 

志 

480 

ョ
ン
学
科 

歌
子 

二
二 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

四
天
王
寺
大
学
紀
要 

六
〇 

(

一
五･

九) 

「
ト(

ハ)

イ
ッ
テ
モ
」
を
含
む
文
の
分
析 

高 

橋 

美
奈
子 

488 
 

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス 

鴎
外
の
文
語
文
体
翻
訳
内
に
お
け
る
「
係
り
結
び
」
と
そ 

高 

橋 
 
 

純 

496 

研
究
紀
要 

五
三 

(

一
五･

三) 

の
ド
イ
ツ
語
原
文
と
の
対
応 

～
係
助
詞
ヤ
に
つ
い
て
～ 

 
 

下
関
市
立
大
学
論
集 

五
七-

三 
(

一
四･

一) 

有
対
の
自
・
他
動
詞
の
意
味
制
約(

下)

―
受
け
身
、
使
役
、 

中 

野 

琴 

代 

501 
 

可
能
、
自
発
と
の
関
わ
り
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
七-

二 

援
助
行
動
に
対
す
る
話
者
の
認
知
が
授
受
補
助
動
詞
テ
モ 
京 
野 

千 

穂 

508 
(

一
五･

三) 

ラ
ウ
・
テ
ク
レ
ル
の
使
用
に
与
え
る
影
響 

─
質
問
紙
調 

内 
田 

由
紀
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

査
に
よ
る
分
析
─ 

吉 
成 
祐 

子 
 

就
実
大
学
表
現
文
化
学
会 

就
実
表
現
文
化 

 

終
助
詞
「
や
」
に
つ
い
て
の
覚
書 

中 

﨑 
 
 

崇 

514 

八 
(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

首
都
大
学
東
京 

人
文
学
報 

五
〇
二 

 
O

n the B
i-N

egation C
onstruction in Japanese 

N
aom

i H
arada 

 
522 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

首
都
大
学
東
京 

人
文
学
報 

五
〇
七 

 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
形
容
詞
連
用
形
・
テ
形
の
機
能
に 

大 

島 

資 

生 

527 
(

一
五･

三) 

つ
い
て 

 
 

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
言
語
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ 

授
受
動
詞
「
も
ら
う
」
の
補
助
動
詞
的
用
法
の
一
考
察 

 

関 

根 

和 

枝 

536 

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

九 
(

一
四･

三) 

─
受
益
未
実
現
時
の
話
者
の｢

想
定｣

─ 
 

 

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
言
語
教
育
・
コ
ミ
ュ
ニ 

起
源
か
ら
見
た
助
詞
「
が
」
の
本
質
と
変
遷 

島 
 
 

映 

子 

545 

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

一
〇 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

信
州
大
学 

人
文
科
学
論
集 

一 
(

一
四･

三) 

述
体
構
文
と
分
類 

石 

神 

照 

雄 

一
五
四 

 

成
城
大
学
大
学
院 

成
城
國
文
學
論
集 

三
六 
｢

Ｖ
ヤ
シ
ナ
イ｣

に
つ
い
て 

─
現
代
共
通
語
に
お
け
る 

竹 

内 

史 

郎 

一
六
〇 

(

一
四･

三) 

取
り
立
て
否
定
形
式
の
文
法
化
─ 

 
 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

複
合
辞
の
「
も
の
か
」
と
「
こ
と
か
」
に
つ
い
て 

高 

橋 

雄 

一 

553 

国
文 

九
五 

(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集 

四
八 

 

「
ニ
」
の
意
味
と
機
能
に
関
す
る
考
察 

吉 

永 
 
 

尚 

568 
(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
東
文
化
大
学
語
学
教
育
研
究
所 

語
学
教
育 

機
能
辞
の
分
類
と
意
味
機
能 

―
文
末
形
式
の
分
類
と
意 

田 

中 
 
 

寛 

571 

研
究
論
叢 

三
一 

(

一
四･

二) 

味
機
能
を
中
心
に
― 

 
 

高
田
短
期
大
学
紀
要 

三
三 

(

一
五･

三) 

現
代
日
本
語
の
依
頼
表
現
に
お
け
る
許
可
求
め
型
の
広
が 

野 

呂 

健 

一 

581 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り 
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拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

｢

を｣

格｢

か
ら｣

格
と
移
動
動
詞｢

落
ち
る｣

に
つ
い
て 

孫 
 
 

逸 

珊 

586 

報 

一
四 

(
一
四･
三) 

 
 

 

拓
殖
大
学
大
学
院 
言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

｢

～
て
お
く｣

に
つ
い
て
の
意
味
分
析 

─
三
要
素
の
基 

徐 
 
 

梓 

競 

591 

報 

一
五 

(

一
五･

三) 

盤
か
ら
─ 

 
 

拓
殖
大
学
大
学
院 

言
語
教
育
研
究
科
研
究
年 

日
本
語
感
情
動
詞
の
受
身
研
究 

智 
 
 

暁 

敏 

595 

報 

一
五 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
京
大
学
文
学
部
紀
要 

四
九-

二 
(

一
五･

三) 

形
式
名
詞
と
は
何
か 

─
山
田
孝
雄
の
『
日
本
文
法
論
』 

玉 
 
 

懸 

元 

601 
 

に
立
ち
戻
っ
て
─ 

 
 

筑
波
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
と
日 

動
詞
の
共
起
傾
向
に
基
づ
く
様
態
副
詞
の
分
類
試
案 

宮 

城 
 
 

信 

611 

本
文
学 

五
七 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

 

単
一
／
複
合
判
断
の
表
出
と
否
定
的
評
価
を
表
す
ナ
ド
の 

井 

戸 

美 

里 

618 

二
一 

(

一
四･

一
二) 

二
種 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

い
わ
ゆ
る
伝
聞
の
「
そ
う
だ
」
に
つ
い
て 

渡 

邊 

淳 

也 

625 

・
言
語
専
攻 

文
藝
言
語
研
究 

言
語
篇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六
五 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

日
本
語
の
所
有
者
上
昇
に
見
ら
れ
る
有
生
性
制
限
に
つ
い 

石 

田 
 
 

尊 

636 

・
言
語
専
攻 

文
藝
言
語
研
究 

言
語
篇 

 

て 
 

六
七 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
第
二
分
冊
増
刊
に
続
く
） 
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第
二
分
冊
増
刊
（
文
法
） 

 

文 

法
（
承
前
） 

 

津
田
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
報 

二
九 

 

Ｃ
Ｐ
補
文
か
ら
の
繰
り
上
げ 

大 

髙 
 
 

茜 

1 
(

一
四･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要 

八
〇 

 
｢

連
文
節｣

と｢

文
節
の
群
化｣

に
つ
い
て 

─
国
語
科
に 

佐 

藤 
 
 

佑 

4 
(

一
四･

一
〇) 

お
け
る
文
法
教
育
と
の
関
わ
り
か
ら
─ 

 
 

東
海
大
学
日
本
文
学
会 

湘
南
文
学 

五
〇 

 
｢

わ
ず
か｣

と｢

た
っ
た｣

の
使
い
分
け
に
つ
い
て 

榎 

戸 

彩 

子 

一 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語
情
報 

連
体
修
飾
の
ム 

─｢

思
は
む
子｣

を
め
ぐ
っ
て
─ 

栗 

田 
 
 

岳 

14 

科
学
専
攻
紀
要 

Language, Inform
ation, 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Text 

21 
(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学 

語
学
研
究
所
論
集 

二
〇 

日
本
語
の
使
役
文
に
お
け
る
使
役
主
体
か
ら
動
作
主
体
へ 

早 

津 

恵
美
子 

21 
(

一
五･

三) 

の
働
き
か
け
の
表
現 
─
従
属
節
事
態
と
主
節
の
使
役
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

態
と
の
関
係
─ 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報 

一
九 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
ラ
抜
き
形
」
に
関
す
る
研
究 

 

張 
 
 
 
 

麗 

28 
(

一
五･

三) 

─W
eb

サ
イ
ト
の
ク
チ
コ
ミ
デ
ー
タ
を
用
い
て
─ 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

総
合
教
育
科
学
系 

Ⅱ 

イ
メ
ー
ジ
日
本
語
文
法
の
可
能
性 
─
江
副
文
法
の
批
判 

岡 
 
 

智 

之 

38 
 

六
五 

(

一
四･

二) 

的
検
討
を
通
し
て
─ 

 
 

東
京
国
際
大
学
論
叢 

人
間
社
会
学
部
編 

 

は
だ
か
名
詞
の
研
究 

そ
の
一 

花 

田 

康 

紀 

42 

一
九 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

小
説
に
お
け
る
「
コ
ノ
」
「
ソ
ノ
」
の
代
行
指
示
用
法 

 

張 
 
 

子 

如 

47 

八
〇 

(

一
四･

三) 

─
後
続
名
詞
類
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
─ 

 
 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
二 

行
為
の
非
当
事
者
に
よ
る
「
て
も
ら
う
」
の
用
法
に
つ
い 
米 

澤 

昌 

子 

53 
(

一
四･

三) 

て 

─
新
聞
に
お
け
る
用
例
か
ら
の
一
考
察
─ 

 
 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
二 

夏
目
漱
石
の
三
人
称
小
説
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
発
言
動
詞 

山 
本 
和 

恵 

60 
(

一
四･

三) 

の
受
動
態
の
選
択 

─
能
動
態
と
の
比
較
を
通
じ
て
─ 

 
 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
三 

上
代
語
の
「
見
ユ
」
と
そ
の
活
用
の
展
開 

─
活
用
形
と 

李 
 
 

長 
波 

70 
(

一
五･

三) 

助
動
詞
と
の
接
続
を
中
心
に
─ 

 
 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
三 

現
代
語
に
お
け
る
「
ニ
シ
テ
」
の
副
詞
語
尾
的
用
法
を
め 

松 

本 

秀 

輔 
83 

(

一
五･

三) 

ぐ
っ
て 

 
 

同
志
社
大
学
大
学
院
日
本
語
学
研
究
会 

同
志 

受
身
表
現
に
お
け
る
視
点
人
物
の
転
換 

─
夏
目
漱
石 

山 

本 

和 

恵 

92 

社
日
本
語
研
究 

一
九 

(

一
五･

九) 

『
明
暗
』
を
通
じ
て
─ 

 
 

東
北
大
学
言
語
学
論
集 

二
三 

(

一
四･

一
二) 

A
 C

riterion for choosing betw
een N

om
inative  

Satoshi  
 

98 
 

C
ase M

arker G
A, Topic M

arker W
A, and Zero 

 
 
 

 
Im

am
ura 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Pronouns in Japanese 
Einar A

ndreas 
 

 
 

 
 
 

H
elgason

 
 

 
M

asatoshi  
 

 
 
 

 
K

oizum
i 

 

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報 

六
三 

 
Sentence-Final Particles in Japanese: 

 
N

A
JIM

A
 
 
 

105 
(

一
四･

三) 
Interrelation M

eanings of K
a, Yone, Yo and N

e 
 
 
 

Yoshinao 
 

東
北
大
学
文
学
研
究
科
研
究
年
報 

六
四 

 

現
代
日
本
語
動
詞
基
本
形
の
時
間
的
意
味 

大 

木 

一 

夫 

一
〇 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

連
文
に
お
け
る
名
詞
句
の
く
り
返
し
の
形
式
分
類 

鯨 

井 

綾 

希 

121 
 

言
語
科
学
論
集 

一
八 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

近
世
後
期
江
戸
語
終
助
詞
「
ナ
」
の
意
味 

黄 
 
 

孝 

善 

127 
 

言
語
科
学
論
集 

一
八 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

限
界
点
の
有
無
か
ら
み
る
動
作
文
と
状
態
文 

─
程
度
修 

蔡 
 
 

薫 

婕 
 

133 
 

言
語
科
学
論
集 

一
九 

(

一
五･

一
二) 

飾
の
副
詞
と
の
共
起
を
通
し
て
─ 
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常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 

コ 

Ｖ
テ
ク
ル
及
び
Ｖ
テ
イ
ク
形
の
複
雑
述
語
に
つ
い
て 

梅 

香 
 
 

公 

139 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 

一
七 

(

一
三･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 

コ 

日
本
語
の
終
助
詞
「
ね
」
に
つ
い
て
の
一
考
察 

梅 

香 
 
 

公 

145 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 
一
九 

(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 

コ 

日
本
語
の
終
助
詞
「
よ
」
に
つ
い
て 

梅 

香 
 
 

公 

151 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 

二
〇 

(
一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

徳
島
文
理
大
学
文
学
部 

文
学
論
叢 
三
二 

 

終
助
詞
「
な
」
の
示
す
心
的
操
作
と
時
間
性 

篠 

田 
 
 

裕 

157 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

富
山
大
学
国
語
教
育 

三
九 

(

一
四･

一
一) 

口
語
形
助
動
詞
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
準
体
句
に
つ
い
て 

 

樋 

野 

幸 

男 

165 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
み
る
本
来
的
な
と
擬
似
的
な
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
 

 

名
古
屋
言
語
研
究
会 

N
agoya Linguistics 

現
代
語
「
ば
か
り
」
の
用
法
の
多
様
性
に
つ
い
て 

 

朱 
 
 
 
 

琳 

169 
(

名
古
屋
言
語
研
究) 

八 
(

一
四･

三) 

─
名
詞(
句)
＋
「
ば
か
り
」
を
中
心
に
─ 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

カ
ラ
の
主
語
性
に
関
す
る
研
究 

─
コ
ー
パ
ス
検
索
お
よ 

穆 
 
 
 
 

欣 

176 

学 

二
八 

(

一
四･

一
二) 

び
文
処
理
実
験
─ 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 

名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学 

一
〇
七 

 

感
情
動
詞
オ
ソ
ル
の
ヲ
／
ニ
格
選
択
に
つ
い
て 

 

松 

野 

美 

海 

186 
(

一
四･

一
一) 

─
中
世
和
漢
混
交
文
を
中
心
に
─ 

 
 

名
古
屋
大
学
国
際
言
語
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・ 

｢

―
べ
く｣

と｢

―
べ
し｣

に
つ
い
て 

─
日
本
語
教
育
に 

加 

藤 

恵 

梨 

196 

日
本
文
化
論
集 

二
二 

(

一
五･

三) 

役
立
つ
例
文
づ
く
り
の
た
め
の
研
究
─ 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
日 

概
略
副
詞
「
ほ
と
ん
ど
」
に
つ
い
て 

疏 
 
 

蒲 

剣 

203 

本
言
語
文
化
専
攻 

言
葉
と
文
化 

一
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

言
語
・
文
化
篇 

 

素
性
継
承
に
よ
る
Ｃ
不
可
視
化
と
「
が
・
の
」
交
替
： 

赤 

楚 

治 

之 

212 

二
六-

二 
(

一
五･

三) 
Fin-head

を
巡
っ
て 

 
 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

人
文
・
自
然
科
学
篇 

日
本
語
の
否
定
文
に
お
け
る
違
和
感
の
出
所
に
つ
い
て 
宝 

島 
 
 

格 

220 
 

五
〇-

二 
(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

奈
良
女
子
大
学
日
本
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
会 

 

副
詞
「
ま
さ
に
」
の
投
写
機
能
に
つ
い
て 

刀 
祢 
睦 

月 

二
五 

叙
説 

四
二 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要 

二
九 

(

一
四･

三) 

サ
エ
を
含
む
文
の
産
出
と
理
解 

田 

中 

大 
輝 

231 
 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科 

論
集 

一
四 

 
A

 N
ote on the N

egative G
erund in Japanese: 

Y
asuaki A

B
E
 
 

238 
(

一
四･

三) 
naide vs. nakute 

 
 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科 

論
集 

一
五 

 
The Locative Phrase and A

spect Interaction in  
Y

asuaki A
B

E
 
 

245 
(

一
五･

三) 
Japanese 

 
 

新
潟
大
学
大
学
院 

言
語
の
普
遍
性
と
個
別
性 

日
本
語
モ
ダ
リ
テ
ィ
覚
え
書
き(

そ
の
二) 

 

福 

田 

一 

雄 

253 
 

六 
(

一
五･

三) 

―
ム
ー
ド
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
区
別
― 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

日
本
語
に
お
け
る
使
役
文
と
受
身
文
の
似
通
い 

 

早 

津 

恵
美
子 

262 

集 

一
七 

(

一
五･

五) 

─
使
役
文
か
ら
の
考
察
─ 

 
 

日
本
英
語
学
会 

English Linguistics 
 

TH
E SY

N
TA

X
 O

F JA
PA

N
ESE R

EC
IPR

O
C

A
L  

TO
M

O
YA

 
 
 

273 
31-1 

(

一
四･

六) 
V-V

 C
O

M
PO

U
N

D
S: A

 V
IEW

 FR
O

M
 SPLIT  

 
 
 K

O
SU

G
E 

 
A

N
TEC

ED
EN

TS
 

 
 

日
本
英
語
学
会 

English Linguistics 
 

W
H

ER
E TH

E N
O

M
IN

ATIV
E/G

EN
ITIV

E  
M

EG
U

M
I 
 
 

290 
31-1 

(

一
四･

六) 
A

LTER
N

ATIO
N

 G
EN

U
IN

ELY
 TA

K
ES  

 
 

 H
A

SEB
E
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PLA
C

E IN
 M

O
D

ER
N

 JA
PA

N
ESE

 
H

ID
EK

I M
A

K
I 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TO
SH

IR
O

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 U

M
EZAW

A
 

 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
八 

 

現
代
語
の
形
容
詞
語
幹
型
感
動
文
の
構
造 

─｢

句
的
体 

清 

水 

泰 

行 

296 
(

一
五･

九) 

言
」
の
構
造
と
「
小
節
」
の
構
造
と
の
対
立
を
中
心
と
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
─ 

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
八 

 

日
本
語
の
使
役
文
の
文
法
的
な
意
味 

─｢

つ
か
い
だ
て｣ 

早 

津 

恵
美
子 

306 
(

一
五･

九) 

と｢

み
ち
び
き｣

─ 
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日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

「
～
に
比
べ
て
」
と
い
う
言
い
方
に
つ
い
て 

藤 

田 

保 

幸 

三
四 

 

一
九 

(

一
五･
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

小
説
に
お
け
る
「
コ
ノ
」
「
ソ
ノ
」
の
指
定
指
示
用
法 

 

張 
 
 

子 

如 

322 
 

一
九 

(

一
五･

一) 

─
後
続
名
詞
類
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
─ 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

複
合
辞
「
～
に
つ
い
て
」
「
～
に
つ
き
」
を
め
ぐ
っ
て 

藤 

田 

保 

幸 

四
六 

 

二
〇 

(

一
五･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会
論
集 

一
一 

 

日
本
語
教
育
に
「
文
節
」
を
活
か
す 

定 

延 

利 

之 

331 
(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 
「*

友
達
に
会
わ
な
く
て
、
寂
し
い
で
す
」  

村 

上 

佳 

恵 

340 

本
語
教
育
研
究 

六 
(

一
五･

五) 
─
「
Ｖ
テ
、
感
情
」
の
産
出
に
向
け
て 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

カ
ラ
ト
イ
ッ
テ
類
が
介
在
す
る
文
に
お
け
る
推
論
否
定
の 

高 

橋 

美
奈
子 

348 

本
語
教
育
研
究 

六 
(

一
五･

五) 

表
現
に
つ
い
て 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

連
用
修
飾
関
係
「
大
き
く
Ｖ
」
に
つ
い
て 

─
学
習
者
の 

井 

本 
 
 

亮 

356 

本
語
教
育
研
究 

六 
(

一
五･

五) 

理
解
と
コ
ー
パ
ス 

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／
日 

動
作
主
体
を
ニ
格
で
表
示
し
た
可
能
文
の
使
用
実
態
と
意 

阿 

部 

由 

子 

364 

本
語
教
育
研
究 

六 
(

一
五･

五) 

味 

─
新
聞
・
知
恵
袋
・
書
籍
の
比
較
を
通
し
て 

 
 

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
研
究
報
告 

六
四 

 

日
本
語
の
叙
述
的
所
有
表
現
の
獲
得
に
関
す
る
予
備
的
考 

松 

藤 

薫 

子 

369 
(

一
五･

一
二) 

察 
 

 

日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
目
白 

 

接
続
詞
教
育
の
見
直
し
の
必
要
性 
─
接
続
詞
の
用
法
と 

呉 
 
 

囍 

藝 
*** 

五
四 

(

一
五･

二) 

学
習
者
の
使
用
頻
度
、
誤
用
か
ら
─ 

 
 

日
本
中
部
言
語
学
会 

A
rs Linguistica 

21 
Interpretations of kare/kanojo by Turkish  

B
ariş K

ahram
an
 
 

374 
(

一
五･

二) 
Speaking Learners of Japanese 

M
ineharu  

 
 

 
 
 N

akayam
a 

 

日
本
中
部
言
語
学
会 

A
rs Linguistica 

21 

形
式
名
詞
「
こ
と
」
が
導
く
副
詞
的
時
間
表
現
に
つ
い
て 

小 

町 

将 

之 

384 
(

一
五･

二) 
 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

頻
度
副
詞
に
関
す
る
一
考
察 

─
程
度
副
詞
と
の
関
連
を 

江 
 
 

雯 

薫 

390 

一
一
四 

(

一
四･

一
二) 

中
心
に
─ 

 
 

日
本
文
芸
研
究
会 

文
芸
研
究
─
文
芸
・
言
語 

補
助
動
詞
「
～
て
く
る
」
の
多
義
構
造
と
派
生
関
係 

崔 
 
 

柳 
美 

395 

・
思
想
─ 

一
七
八 

(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

日
本
語 

ク
ラ
イ
の
諸
形
式
の
整
理 

─
「
暫
定
抽
出
」
の
副
助
詞
、 

星 

野 

佳 

之 
五
七 

・
日
本
文
学
編 

三
八-

一 
(

一
四･

三) 

名
詞
化
辞
、
助
動
詞
─ 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

外
国
語 

条
件
文
の
時
制
解
釈
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き 

坂 

口 

真 

理 

403 

・
外
国
文
学
編 

三
八-

一 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

日
本
語 

ク
ラ
イ
ナ
ラ
諸
形
式
の
整
理 

─
ク
ラ
イ
補
説
─ 

星 

野 

佳 

之 

六
四 

・
日
本
文
学
編 

三
九-

一 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

中
古
日
本
語
の
統
語
構
造
に
対
す
る
漢
文
訓
読
の
影
響 

 

劉 
 
 

洪 

岩 

408 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

─
主
要
部
構
造
変
容
を
中
心
に
─ 

 

一
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

同
類
提
示
の
「
モ
」
か
ら
周
辺
的
用
法
へ
の
拡
張 

 

孫 
 
 

宇 

雷 

416 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

─
認
知
意
味
論
の
ア
プ
ロ
ー
チ
─ 

 

一
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 
 

副
詞
「
確
か
に
」
の
使
用
条
件
と
用
法 

陳 
 
 

若 

婷 
 

425 

二
二
六 

(

一
五･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

広
島
大
学
留
学
生
教
育 

一
八 
(

一
四･

三) 
｢

は
／
が｣

と
助
詞
選
択
の
位
相 

─｢

文
内
主
題｣

に
よ 

中 

川 

正 

弘 

434 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る｢

語
り｣

と
時
間
性
─ 

 
 

福
岡
大
学
人
文
論
叢 

四
六-

一 
(

一
四･

六) 

上
代
か
ら
中
世
の
疑
問
文
の
様
相 

─
デ
ー
タ
解
釈
を
中 

衣 

畑 

智 

秀 

441 
 

心
に
─ 

 
 

福
岡
大
学
日
本
語
日
本
文
学 

二
二 

 

万
葉
集
に
お
け
る
副
助
詞
「
だ
に
」
の
意
味
変
化 

 

向 

井 

克 

年 

461 
(

一
三･

一) 

─
「
す
ら
」
と
の
相
補
的
な
関
係
か
ら
─ 
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福
岡
大
学
日
本
語
日
本
文
学 

二
三 

 

文
末
名
詞｢

形｣ 

─
新
聞
記
事
に
お
け
る｢

形｣

の
機
能 

吉 

野 

あ
ず
さ 

468 
(

一
四･

一) 

─ 
 

 

福
岡
大
学
大
学
院
論
集 

四
七-

一 
 

意
志
性
か
ら
み
る
否
定
の
返
答
形
式
の
使
用
実
態 

髙 

司 

恵 

梨 

478 
(

一
五･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌 
九
〇 

(

一
四･

三) 
｢

お
店
が
や
っ
て
い
な
い｣ 

─
現
代
日
本
語
に
お
け
る
助 

揚 

妻 

祐 

樹 

494 
 

詞
ガ
へ
の
交
代
現
象
─ 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 
二
一 

記
紀
風
土
記
の
ツ
・
ヌ
・
リ
・
タ
リ
・
キ
・
ケ
リ 

田 

中 

み
ど
り 

七
〇 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 

二
二 

萬
葉
集
の
ツ
・
ヌ
・
リ
・
テ
ア
リ
・
タ
リ
・
キ
・
ケ
リ 

田 

中 

み
ど
り 

八
三 

(

一
五･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

文
教
大
学
文
学
部
紀
要 

二
八-

二 
(

一
五･

三) 

教
科
学
習
の
日
本
語
を
知
る 

─
小
学
校
理
科
教
科
書
と 

宮 

部 

真
由
美 

503 
 

社
会
科
教
科
書
の
条
件
形
を
例
と
し
て
─ 

 
 

文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
紀
要 

一 

複
文
に
お
け
る
従
属
節
の
構
文
的
職
能
と
形
態
的
機
能 

 

于 
 
 

日 

平 

513 
(

一
五･

三) 

─
様
態
修
飾
の
［
～
Ｖ
よ
う
に
］
節
の
ア
ス
ペ
ク
ト
性
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
す
る
一
考
察
─ 

 
 

文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部 

紀
要 

一
四 

 

ヲ
格
非
連
濁
規
則
を
破
る
力 

─
後
部
成
素
が
三
拍
の
複 

鈴 

木 
 
 

豊 

524 
(

一
五･

二) 

合
語
を
中
心
に
─ 

 
 

北
陸
古
典
研
究
会 

北
陸
古
典
研
究 

三
〇 

 
｢

モ
ゾ｣

｢

モ
コ
ソ｣

の
表
す｢

危
惧｣
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て 

近 

藤 
 
 

明 

一
〇
八 

(

一
五･

一
一) 

(

下) 
 

 

北
海
道
大
学 

文
学
研
究
科
紀
要 

一
四
六 

 

構
文
推
意
の
語
用
論
的
分
析 

─
可
能
構
文
を
中
心
に
─ 

加 

藤 

重 

広 

532 
(

一
五･

七) 
 

 
 

北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文
研
究 

要
求
性
に
基
づ
く
未
完
結
文
の
分
類 

劉 
 
 

暁 

苹 
*** 

 

一
四
七 

(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
教
育
大
学
紀
要 

人
文
科
学
・
社
会
科 

接
続
詞
の
二
重
使
用
の
承
接
順
序
及
び
文
体
差 

 
馬 

場 

俊 

臣 

550 

学
編 

六
五-

一 
(

一
四･

八) 

─
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
全
ジ
ャ
ン 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
に
よ
る
追
加
調
査
─ 

 
 

武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院
研
究
紀
要 

七 
 

説
話
に
お
け
る
〝
時
〟
を
表
す
助
動
詞
の
テ
ン
ス
・
ア
ス 

坂 
詰 
力 

治 

一
一
三 

(

一
四･

三) 

ペ
ク
ト
表
現
に
つ
い
て
の
考
察 

─
特
に
、
『
沙
石
集
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
お
け
る
名
詞｢

と
き(

時)｣
｢

ほ
ど(

程)｣

を
中
心
に
─ 

 
 

明
治
大
学
大
学
院 

文
学
研
究
論
集 

四
一 

 

述
語
部
否
定
構
造
に
お
け
る
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
結
合 

 

許 
 
 
 
 

哲 

559 
(

一
四･

九) 

─
若
松
賤
子
訳
『
小
公
子
』
を
資
料
と
し
て
─ 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

若
年
層
に
お
け
る
感
動
詞
の
独
立
性 

V
U

O
N

G
 Thi 

 
 

566 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

六
三-

一･

二 
 

 
 

 
 B

ich Lien
 

(

一
四･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有 

元 

光 

彦 
 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

山
口
国 

指
示
詞
か
ら
感
動
詞
へ 

─
ア
ノ(

ー)

・
ソ
ノ(

ー)

に
つ 

岩 

田 

一 

成 

575 

文 

三
七 

(

一
四･

三) 

い
て
─ 

 
 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

山
口
国 

「
少
し
」
と
「
ち
ょ
っ
と
」
の
比
較
分
析 

─
ア
ン
ケ
ー
ト 

小 

泉 

穣 

子 

582 

文 

三
八 

(

一
五･

三) 

調
査
に
よ
る
使
用
頻
度
の
差
異
─ 

 
 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

山
口
国 

モ
ダ
リ
テ
ィ
副
詞
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

 

張 
 
 
 
 

静 

589 

文 

三
八 

(

一
五･

三) 

─
「
キ
ッ
ト
」
と
「
カ
ナ
ラ
ズ
」
の
使
い
方
の
差
異
─ 

 
 

山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要 

一
六 

 
The structure of the resultative light verb 

 
M

ikinari 
 
 

597 
(

一
五･

三) 
construction in Japanese 

 
M

ATSU
O

K
A
 

 

山
梨
学
院
大
学
大
学
院 

研
究
年
報 

社
会
科 

日
本
語
構
文
の
有
界
性
に
関
す
る
一
考
察 

王 
 
 
 
 

忻 

601 

学
研
究 

三
五 

(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裴 
 
 

艶 

霞 
 

立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢 

一
三 

 

シ
ク
活
用
形
容
詞
の
語
構
成
に
関
す
る
考
察 

─
歴
史
的 

于 
 
 

艶 

麗 

一
一
八 

(

一
三･

九) 

変
化
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

琉
球
大
学
法
文
学
部 

琉
球
ア
ジ
ア
文
化
論
集 

オ
モ
ロ
語
の
動
詞
終
止
形 

─
精
密
な
よ
み
を
め
ざ
し
て 

か
り
ま
た 

* 
 

一 
(

一
五･

三) 
 

 
 
 

し
げ
ひ
さ 
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龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
四 

 

複
合
辞
「
～
拍
子
に
」
に
つ
い
て 

藤 

田 

保 

幸 

611 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
四 

 
O

n the A
sym

m
etric N

ature of Polarity in Japanese  
K

A
D

O
O

K
A

 
 
 

619 
(

一
五･

三) 
M

odality
 

 
 
 

K
en-ichi 

 

龍
谷
大
學
國
文
學
會 

國
文
學
論
叢 

五
九 

 

「
発
話
動
詞
の
潜
在
」
と
い
う
こ
と 

藤 

田 

保 

幸 

一
二
五 

(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

龍
谷
大
學
國
文
學
會 

國
文
學
論
叢 
六
〇 

 

複
合
辞
「
～
わ
り
に
」
に
つ
い
て 

藤 

田 

保 

幸 

一
四
〇 

(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

流
通
経
済
大
学
論
集 

四
八-

四 
(

一
四･

三) 

日
本
語
教
育
に
お
け
る
引
用
表
現 

立 

川 

和 

美 

624 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

流
通
経
済
大
学
論
集 

四
九-

一 
(

一
四･

七) 

文
章
と
談
話
に
お
け
る
引
用
表
現 

―
随
筆
と
雑
談
・
相 

立 

川 

和 

美 

628 
 

談
を
例
と
し
て
― 

 
 

和
光
大
学
表
現
学
部
紀
要 

一
四 

(

一
四･

三) 

サ
マ
主
格
変
遷
構
文
の
意
味
と
類
推
拡
張 

 

天 

野 

み
ど
り 

637 
 

─｢

の
が｣

型
の
主
要
部
内
在
型
関
係
節
文
と
接
続
助
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

的
な｢

の
が｣

文 
 

 

早
稲
田
大
学
教
育
・
総
合
科
学
学
術
院 

学
術 

「
無
助
詞
」
研
究
の
現
状
と
課
題 

苅 

宿 

紀 

子 

644 

研
究 

人
文
科
学
・
社
会
科
学
編 

六
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

別 

江
戸
後
期
に
お
け
る
命
令
形
に
よ
る
命
令
表
現
の
使
用 

 

山 

田 

里 

奈 

652 

冊 

二
一-

二 
(

一
四･

三) 

─｢

お
～
な
さ
い｣

｢

～
な
さ
い｣

｢
お
＋
動
詞
連
用
形｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
中
心
に
─ 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
三
分
冊
（
語
彙
） 

 

語 

彙 
 

宇
都
宮
大
学
国
語
教
育
学
会 
宇
大
国
語
論
究 

心
象
論
の
試
み 

河 

原 

修 

一 

一 
 

二
六 

(

一
五･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
谷
大
学 

教
育
研
究 

四
一 

 

時
点
詞
の
語
彙
的
分
類 

大 

槻 

美
智
子 

1 
(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
妻
女
子
大
学
人
間
関
係
学
部
紀
要 

人
間
関 
介
護
学
生
が
介
護
に
関
す
る
短
縮
語
や
造
語
を
学
ん
で
い 

佐 

藤 

富
士
子 

5 

係
学
研
究 

一
六 

(

一
五･

三) 
く
過
程 

 
 

科
学
技
術
振
興
機
構 

情
報
管
理 

五
八-

一  

Ｊ
Ｓ
Ｔ
科
学
技
術
用
語
シ
ソ
ー
ラ
ス
の
改
訂 

Ｊ
Ｓ
Ｔ
知
識
基
盤 

10 
(

一
五･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情
報
部 

 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 

熱
力
学
に
よ
る
孳
の
研
究(

そ
の
一) 

─
二
兎
を
追
う
者 

佐
々
木 

信 

行 

12 

一
四
四 

(

一
五･

九) 

と
一
石
二
鳥
─ 

 
 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 

熱
力
学
に
よ
る
孳
の
研
究(

そ
の
二) 

─
異
時
性
の
連
結 

佐
々
木 

信 

行 

17 

一
四
四 

(

一
五･

九) 

と
孳
─ 

 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集 

二
三 

 

複
合
動
詞
「
～
切
る
」
に
お
け
る
文
法
化
の
過
程
に
つ
い 

志 

賀 

里 

美 

21 
(

一
四･

一
〇) 

て
の
一
試
案 

 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
論
集 

二
三 

 

平
安
時
代
の
「
ス
ク
」
語
幹
語
彙
の
語
義
比
較
小
考 

─ 

久 

保 

香 

珠 

六 
(

一
四･

一
〇) 

ス
ク
ム
・
ス
ク
ヨ
カ
と
ス
ク
ス
ク(

ト)
・
ス
ク
ス
ク
シ
─ 

 
 

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

一
一 

ダ
イ
エ
ッ
ト
系
「
口
コ
ミ
」
に
み
ら
れ
る
語
彙
の
特
性 

 

大 

谷 

鉄 

平 

34 
(

一
五･

三) 

─
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
場
合
と
の
差
異
に
注
目
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
 

 

関
西
大
学
国
文
学
会 

国
文
学 

九
八 

 

「
最
近
」
と
「
近
日
」 

山 

際 
 
 

彰 

45 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
藝
研
究 

「
ぽ
ち
」
と
そ
の
周
辺
語 

─
〈
心
付
け
・
祝
儀
〉
を
示
す 

橋 
本 

行 

洋 

52 
 

六
六-

二 
(

一
五･

三) 

こ
と
ば
─ 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

 

ア
マ
リ
の
構
造
と
解
釈 

大 

口 
恵 
理 

58 

三
四 

(

一
四･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

『
今
昔
物
語
集
』
話
末
評
語
の
漢
語
の
性
格
に
つ
い
て 

山 

本 

真 

吾 
二
三 

語
国
文 

八
四-

一 
(

一
五･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

『
日
葡
辞
書
』
の
四
字
熟
語
に
関
す
る
一
考
察 

李 
 
 

安 

九 

82 

語
国
文 

八
四-

五 
(

一
五･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

『
歌
経
標
式
』
所
用
仮
名
二
題 

─
比
隄
利(

一
人)

と
比 

西 

崎 
 
 

亨 

三
一 

 

国
文
論
藻 

一
四 

(

一
五･

三) 

都(

人)

─ 
 

 

京
都
西
山
短
期
大
学 

西
山
学
苑
研
究
紀
要 

 

「
御
」(

お
、
ご)

を
伴
う
語
と
元
の
語
の
使
用
率
に
関
す
る 

廝 
 
 

周 

吾 

92 

一
〇 

(

一
五･

三) 

調
査 

―
日
本
語
学
習
者
の
「
御
」
を
伴
う
語
へ
の
疑
問 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
ら
― 

 
 

杏
林
大
学
大
学
院
国
際
協
力
研
究
科
論
文
集 

 

感
覚
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
動
詞 

関 

口 

美 

緒 

103 

大
学
院
論
文
集 

一
一 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

桐
生
大
学
紀
要 

二
六 

(

一
五･

一
二) 

カ
タ
カ
ナ
語
に
お
け
る
英
語
品
詞
と
日
本
語
品
詞
と
の
関 

野 

中 

博 

雄 

114 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

連
性
に
つ
い
て 

―
四
〇
二
語
の
「
す
る
」
付
加
さ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英
語
借
用
語
の
語
彙
範
疇
化
― 

 
 

金
城
学
院
大
学
論
集 

人
文
科
学
編 

一
一-

二 
Postsyntactic C

om
pound

 

─
先
行
分
析
と
そ
の
問
題 

森 

田 

順 

也 

121 
(

一
五･

三) 

点 
 

 

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学 

漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
・
用
法
の
記
述
的
研
究 

─｢

接 

小 

林 

英 

樹 

127 

編 

六
四 

(

一
五･

二) 

待(

す
る)｣

、｢

接
遇(

す
る)｣

な
ど
を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
六 

随
分
五
辨
利 

─
早
引
き
・
便
利
辞
典(

そ
の
五) 

関 

場 
 
 

武 

130 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



(52-3) 
17 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
二-

二  

医
療
用
語
資
源
の
語
彙
拡
張
と
診
療
情
報
抽
出
へ
の
応
用 

東 

山 

翔 

平 

147 
(

一
五･

六) 
 

関 
 
 

和 

広 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上 

原 

邦 

昭 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
二-

二  

レ
シ
ピ
用
語
の
定
義
と
そ
の
自
動
認
識
の
た
め
の
タ
グ
付 

笹 

田 

鉄 

郎 

162 
(

一
五･

六) 

与
コ
ー
パ
ス
の
構
築 

森 
 
 

信 

介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

肩 

洋 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前 

田 

浩 

邦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河 

原 

達 

也 
 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

文
学
・
文
化
編 

 

「
最
悪
」
考 

藪 

崎 

淳 

子 

175 

五
一 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
戸
学
院
大
学 

人
文
学
部
紀
要 

三
五 

 
終
助
詞
「
も
の
」
の
記
述
と
用
例
の
ギ
ャ
ッ
プ 

 

野 

田 

春 

美 

180 
(

一
五･

三) 
─
コ
ー
パ
ス
調
査
に
基
づ
い
て
─ 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

三 
 

形
容
詞
被
覆
形
ム
ナ
〔
空
〕
・
露
出
形
ム
ナ
シ
〔
空
〕
に
よ 

蜂 

矢 

真 

弓 

三
六 

(

一
五･

三) 

る
名
詞
複
合
用
法
の
通
時
的
変
遷 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

八 
 

｢

一
見
反
対
語｣
を
考
え
る 

～｢

出
る
・
入
る｣

を
例
と 

日 

高 

貢
一
郎 

186 
(

一
五･

八) 

し
て
～ 

 
 

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
學
紀
要 

四
八 

 

近
代
・
現
代
日
本
製
漢
語
の
漢
字
音
選
択
に
つ
い
て
の
疑 

石 

坂 

昌 

圀 

四
三 

(

一
四･

三) 

問 
 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

九 
(

一
五･

七) 

テ
キ
ス
ト
か
ら
の
対
象
物
認
識
に
有
用
な
記
述
内
容 

 

加 

藤 
 
 

祥 
*** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
動
物
を
例
に
─ 

 
 

駒
澤
大
学 

駒
澤
日
本
文
化 

九 
 

是
心
本
『
節
用
集
』
語
彙
に
つ
い
て 
〈
資
料
研
究
の
現 

萩 

原 

義 

雄 
* 

(

一
五･

一
二) 

在
〉 

 
 

相
模
女
子
大
学
国
文
研
究
会 

相
模
国
文 

 

『
古
川
ロ
ッ
パ
昭
和
日
記
』
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
「
モ
ニ
モ
ニ 

梅 

林 

博 

人 

四
九 

四
一 

(

一
四･

三) 
(

食
ふ)

」 
 

 

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部 

人
文
論
集 

 

複
合
語
前
項
の
長
さ
の
連
濁
へ
の
関
与
に
つ
い
て 

 
城 

岡 

啓 

二 

192 

六
六-

一 
(

一
五･

七) 

─
固
有
名
詞
、
一
般
語
彙
、
和
語
、
漢
語
─ 
 

 

実
践
国
文
学
会 

實
踐
國
文
學 

八
八 

 
｢

こ
う
い
う｣

｢

こ
う
い
っ
た｣

の
使
い
分
け 

近 
 
 

悠 

美 

208 
(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

島
大
国
文
会 

島
大
国
文 

三
五 

(

一
五･

三) 

中
世
語
彙
資
料
と
し
て
の
『
史
記
抄
』 

田 

籠 
 
 

博 

五
一 

 

島
大
国
文
会 

島
大
国
文 

三
五 

(

一
五･

三) 

噺
本
に
お
け
る
程
度
強
調
表
現
『
と
ん
だ
』
に
つ
い
て 

前 

田 

桂 

子 

217 
 

首
都
大
学
東
京 

人
文
学
報 

四
九
七 

 

ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
歌
詞
の
変
遷 

一
九
六
八
年
か
ら
二
〇
一 

左 

古 

輝 

人 
228 

(

一
五･

六) 

三
年
ま
で 

 
 

首
都
大
学
東
京 

人
文
学
報 

五
〇
三 

 

パ
ラ
オ
語
で
使
わ
れ
て
い
る
日
本
語
起
源
借
用
語 

ダ
ニ
エ
ル
・ 

247 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ロ
ン
グ 

 
 

斎 

藤 

敬 

太 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

M
asaharu  

 
 

 
 
 Tm

odrang 
 

尚
絅
学
院
大
学
紀
要 

六
九 

(

一
五･

七) 

「
ご
ざ
る
」
の
言
語
学 

秋 

月 

高
太
郎 

259 
 

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
紀
要 

 

「
保
育
」
と
い
う
語
の
成
立
と
展
開 

湯 

川 

嘉
津
美 

266 

上
智
大
学
教
育
学
論
集 

四
九 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所 

学
苑 

 

形
容
詞｢

高
い｣

の
使
用
実
態
に
つ
い
て 

─｢

強
い｣

 

嶺 

田 

明 

美 

277 

八
九
三 

(

一
五･

三) 
｢

大
き
い｣

な
ど
と
の
ゆ
れ
の
可
能
性
の
指
摘
─ 

 
 

白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要 

五
〇 
 

義
経
記
の
擬
音
語
・
擬
態
語 

─
太
平
記
と
の
比
較
を
中 

中 

里 

理 

子 

284 
(

一
五･

一) 

心
に
─ 

 
 

白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要 

五
一 

 

『
曽
我
物
語
』
の
擬
音
語
・
擬
態
語 

─
諸
本
の
比
較
か 

中 

里 

理 

子 

295 
(

一
五･

一
二) 

ら
─ 

 
 

成
蹊
大
学 

成
蹊
国
文 

四
八 

(

一
五･

三) 

命
名
論
に
お
け
る
表
示
性
と
表
現
性 

─
米
の
品
種
名
を 

森 
 
 

雄 

一 

305 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題
材
に
─ 
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専
門
日
本
語
教
育
学
会 

専
門
日
本
語
教
育
研 

観
光
学
に
お
け
る
基
本
専
門
用
語 

─
そ
の
特
徴
と
指
導 

木 

暮 

律 

子 

312 

究 

一
七 

(
一
五･
一
二) 

上
の
課
題
─ 

 
 

大
正
大
学
国
文
学
会 
国
文
学
踏
査 

二
七 

 

辞
書
に
お
け
る
規
範
と
慣
用 

第
四
考 

倉 

島 

節 

尚 

五
九 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

人
文
科
学 

五
三 

 

「V
O

N
O

R
E(R

A
)

」
を
巡
っ
て 

市 

井 

外
喜
子 

315 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
と
日 

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
語
形
成
と
レ
ベ
ル
順
序
づ
け 

那 

須 

昭 

夫 

325 

本
文
学 

五
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 

(

一
五･

一
一) 
『
落
葉
集
』 

山 

本 

真 

吾 

六
八 

 

鶴
岡
八
幡
宮 

悠
久 

一
四
三 

(

一
五･

一
一) 
山
田
美
妙
『
日
本
大
辞
書
』
の
外
来
語 

─
国
語
辞
書
か 

木 

村 

義 

之 

七
三 

 

ら
見
た
外
国
語
─ 

 
 

帝
塚
山
学
院
大
学 

こ
だ
は
ら 

三
七 

 
｢

厠｣

小
考 
─
古
事
記
や
万
葉
集
に
見
る｢

厠｣

の
語
源 

神 

道 

宗 

紀 

七
九 

(

一
五･

三) 

─ 
 

 

東
海
大
学
日
本
文
学
会 

湘
南
文
学 

四
八 

 
｢

ま
も
る｣

か
ら
見
る
後
期
物
語 

─｢

虫
め
づ
る
姫
君｣ 

下 

鳥 

朝 

代 

八
二 

(

一
四･

三) 

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
『
狭
衣
物
語
』
を
中
心
に
─ 

 
 

東
海
大
学
日
本
文
学
会 

湘
南
文
学 

四
九 

 

三
代
集
と
二
条
家
三
代
集
の
「
詞
書
」
の
語
彙 

若 

林 

俊 

英 

九
〇 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學 

一
一
一 

 

世
阿
弥
自
筆
能
本
『
阿
古
屋
松
』 
語
彙
総
索
引
稿 

金 

子 
 
 

彰 

九
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
女
子
大
学
大 

 
 

学
院
生
有
志
／
編 

 

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会 

都
大
論
究 

 

敬
語
の
「
お
・
ご
」
が
付
く
外
来
語 

─
そ
の
理
由
を
考 

日 

高 

貢
一
郎 

336 

五
二 

(

一
五･

六) 

え
る
─ 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

新
島
襄
の
書
簡
に
見
え
る
「
幸
福
」 

─
幕
末
武
士
階
級 

浅 

野 

敏 

彦 

一
一
四 

八
一 

(

一
四･

一
一) 

の
漢
語
─ 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

金
石
学
と
鉱
物
学 

─
氷
は
鉱
物
か
─ 
吉 
野 

政 

治 

一
一
九 

八
一 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る
「
申
す
」
の
意
味
・
用
法 

入 

江 
さ
や
か 

341 

八
一 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

同
志
社
大
学
日
本
語
・
日
本
文
化
研
究 

一
三 

接
尾
辞｢

的｣

に
関
す
る
一
考
察 

─｢

男
性
的(

な)｣

と 

原 

田 

朋 
子 

348 
(

一
五･

三) 
｢

女
性
的(

な)｣

を
例
に
─ 

 
 

同
志
社
大
学
大
学
院
日
本
語
学
研
究
会 

同
志 

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る｢

か
み(

上)｣
｢

う
へ(

上)｣ 

牧 

野 

さ
や
か 
361 

社
日
本
語
研
究 

一
八 

(

一
五･

三) 

の
意
味
・
用
法 

 
 

同
志
社
大
学
大
学
院
日
本
語
学
研
究
会 

同
志 

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る｢

気
色｣

の
意
味
の
定
量 

丸 

山 

健
一
郎 

365 

社
日
本
語
研
究 

一
八 

(

一
五･

三) 
 

 
 

同
志
社
大
学
大
学
院
日
本
語
学
研
究
会 

同
志 

上
代
の
「
ゆ
ゑ
」
の
性
格 

楊 
 
 
 
 

瓊 

373 

社
日
本
語
研
究 

一
九 

(

一
五･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学 

二
六 

 
｢

か
さ
さ
ぎ
の
…
…｣

の
歌
の
詠
歌
時
間 

─｢

夜
ぞ
更
け 

小 

林 

賢 

章 

一
二
四 

(

一
四･

六) 

に
け
る｣

の
解
釈
─ 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学 

二
六 

 
｢

夜
離
れ｣

｢

か
れ
が
れ｣

の
再
検
討 

─
道
綱
母
を
中
心 

河 

村 

裕 

美 

一
三
〇 

(

一
四･

六) 

に
─ 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

明
治
以
降
の
鉱
石
名
に
つ
い
て 

吉 

野 

政 

治 

一
三
六 

一
五 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

強
調
を
表
す
複
合
動
詞
後
項
の
成
立
要
因
に
つ
い
て 

 

王 
 
 

秀 

英 

379 
 

言
語
科
学
論
集 

一
八 

(

一
四･

一
二) 

─｢

～
こ
む｣

と｢

～
き
る｣

を
対
象
と
し
て
─ 

 
 

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要 

日
本
文
学
文
化
篇 

 

指
示
詞
系
複
合
語
に
つ
い
て 

岡 

﨑 

友 

子 

386 

文
学
論
藻 

八
八 

(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
洋
大
学
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科 

日
本 

｢

け
っ
こ
う｣

の
意
味
機
能
の
多
様
性 

─
漢
語｢

結
構｣ 

張 
 
 
 
 

琳 

396 

文
学
文
化(

国
文
学)

専
攻 

五
一 

(

一
五･

三) 

か
ら
の
変
容
─ 
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常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 

コ 

「
た
て
」
構
文
に
つ
い
て 

梅 

香 
 
 

公 

407 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 

一
五 

(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

長
沼
言
語
文
化
研
究
所 

日
本
語
教
育
研
究 

 

慣
用
表
現
「
気
に
す
る
」
と
「
気
に
な
る
」
の
意
味
分
析 

王 
 
 

珍 

妮 
 

413 

六
〇 

(

一
四･

一
一) 

 
 

 

名
古
屋
言
語
研
究
会 

N
agoya Linguistics 

程
度
副
詞
「
す
ご
い
」
の
使
用
実
態 

中 

尾 

比
早
子 

420 
(

名
古
屋
言
語
研
究) 

八 
(

一
四･
三) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
国
際
言
語
セ
ン
タ
ー 
日
本
語
・ 

動
詞
「
来
る
」
の
意
味
分
析 

李 
 
 

澤 

熊 

427 

日
本
文
化
論
集 

二
二 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

言
語
・
文
化
篇 

 
〈
物
事
と
の
関
与
〉
を
表
す
表
現
の
意
味
の
成
立 

 

有 

薗 

智 

美 

439 

二
五-

二 
(

一
四･

三) 
―｢

手｣

、｢

足｣

の
慣
用
句
― 

 
 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

言
語
・
文
化
篇 

 

「
ま
で
」
の
使
用
に
お
け
る
話
者
の
想
定 

宝 

島 
 
 

格 

448 

二
六-

二 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今 

仁 

生 

美 
 

鳴
門
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

語
文
と
教
育 

外
来
語
「
ピ
ー
ク
」
の
文
型
と
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

茂 

木 

俊 

伸 

454 
 

二
九 

(

一
五･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
華
語
語
彙
に
お
け
る
日
本
語
の
外
来
語 

飯 

塚 

敏 

夫 
*** 

集 

一
七 

(

一
五･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
家
政
学
会
誌 

六
六-

五 
(

一
五･

五) 

近
現
代
に
お
け
る
「
着
物
」
の
表
記
法
と
そ
の
意
味
の
変 

森 
 
 

理 

恵 

459 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遷 

─
一
八
七
四
年
～
一
九
八
〇
年
の
新
聞
記
事
を
中
心 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
─ 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会
論
集 

一
一 

 

ロ
シ
ア
語
母
語
話
者
の
日
本
語
役
割
語
に
関
す
る
意
識
調 

宿 

利 

由
希
子 

467 
(

一
五･

一
〇) 

査 

─
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
の
役
割
語
に
注
目
し
て
─ 

 
 
 
 

他
六
名 

 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
五
一 

 

キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
・
テ
ン
に
見
る
映
画
の
タ
イ
ト
ル
分 

小 

澤 

真 

冬 

477 
(

一
五･

三) 

析 
 

 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

三 
 

日
本
語
教
育
の
新
た
な
ツ
ー
ル
「
基
本
動
詞
ハ
ン
ド
ブ
ッ 
今 

村 

泰 

也 

485 
(

一
五･

四) 

ク
」 

─
オ
ン
ラ
イ
ン
辞
書
の
一
モ
デ
ル
の
開
発
─ 
 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

「
気
」
の
日
本
語
文
化
論(

Ⅱ) 

─
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
系
の 

戸 
田 

利 

彦 

489 

一
一
四 

(

一
四･

一
二) 

「
気
」
の
慣
用
表
現
に
見
る
文
化
論
的
特
徴
を
中
心
に
─ 

 
 

日
本
文
芸
研
究
会 

文
芸
研
究
─
文
芸
・
言
語 

「
接
辞
性
字
音
語
基
」
の
機
能
と
接
辞
性 

─
三
字
漢
語 

曽 
 
 
 
 

睿 

495 

・
思
想
─ 

一
七
八 

(

一
四･

九) 

に
お
け
る
「
性
」
の
位
置
づ
け
を
通
し
て
─ 

 
 

梅
花
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
会 

梅
花
日 

近
代
の
化
粧
と
美
容
に
関
す
る
外
来
語
の
移
入
と
定
着
過 

奥 
 
 

美
和
子 
502 

文
論
叢 

二
三 

(

一
五･

二) 

程 
 

 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

現
代
日
本
語
の
程
度
副
詞
の
文
体
を
め
ぐ
っ
て 

趙 
 
 
 
 

宏 

517 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

張 
 
 

建 

偉 

一
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

一
橋
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

五 
 

講
義
の
談
話
に
お
け
る
「
が
」
「
け
れ
ど
も
」
の
用
法 

石 

黒 
 
 

圭 

524 
(

一
四･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

姫
路
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

二
八 

 
“Little Lord Fauntleroy”

の
邦
訳
に
み
る
外
来
語
の
変 

ク
ロ
ス 

尚 

美 

531 
(

一
五･

二) 

遷
と
継
続 

─
明
治
中
期
か
ら
現
代
ま
で
─ 

 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
一
三 

 

倭
訓
栞
の
語
彙
分
類
試
論 

平 

井 

吾 

門 

540 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
一
四 

 

自
筆
本
倭
訓
栞
の
語
種
分
類
に
つ
い
て 

平 

井 

吾 

門 

544 
(

一
五･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

弘
前
大
学
国
語
国
文
学 

三
六 

(

一
五･

三) 

実
証
デ
ー
タ
に
よ
る
「
切
る
」
系
動
詞
の
使
い
分
け 

 

洪 
 
 

春 

子 

548 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
日
本
語
教
育
の
た
め
に
─ 

王 
 
 
 
 

冲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐 

治 

伸 

郎 
 

広
島
大
学
留
学
生
教
育 

一
九 

(

一
五･

三) 

「
思
う
／
考
え
る
」
に
お
け
る
意
味
の
境
界
と
分
節 

 

中 

川 

正 

弘 

556 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
か
ら
見
る
言
語
─ 

 
 

福
井
県
立
大
学
論
集 

四
四 

(

一
五･

二) 

『
論
理
哲
学
論
考
』
に
お
け
る｢

語
る｣

と｢

示
す｣ 

塚 

原 

典 

央 

563 
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藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌 

九
〇 

(

一
四･

三) 

宗
教
書
系
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
恋
愛
表
現
を
め
ぐ 

漆 

﨑 

正 

人 

一
四
九 

 

っ
て 

─｢

こ
ひ(

─)｣
｢

こ
ふ｣

｢

こ
ひ
し｣

及
び｢

恋 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

れ
ん)

─｣

の
場
合
─ 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 

二
一 

日
本
人
の
語
彙
量 (

理
解
語
彙
、
使
用
語
彙) 

調
査
を
行 

荻 

原 
 
 

廣 

570 
(

一
四･

一
一) 

う
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
的
研
究 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 

二
一 

｢

縫
う｣

と｢

編
む｣

の
認
知
意
味
論
的
分
析 

八 

尾 

紀 

子 

585 
(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 
二
一 

講
演 

言
葉
の
意
味
と
は
い
か
な
る
現
象
か 

内 

田 

賢 

德 

一
五
六 

(

一
四･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

文
教
大
学
国
文
学
会 

文
教
大
学
国
文 

四
四 
形
容
詞
＋
形
容
詞
タ
イ
プ
の
複
合
形
容
詞
に
つ
い
て 

近 

藤 

研 

至 

591 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

別
府
大
学
国
語
国
文
学 

五
五 

(

一
三･

一
二) 

平
安
時
代
に
お
け
る
「
静
態
動
詞
」
の
意
味
用
法
の
一
形 

森 

脇 

茂 

秀 

一
六
四 

 

式 

─｢
似
る｣

と｢

す
ぐ
る｣

の
用
例
を
中
心
に
─ 

 
 

北
陸
古
典
研
究
会 

北
陸
古
典
研
究 

三
〇 

 

国
語
で
綴
る
神
話 

─
接
続
詞
「
洸
」
再
々
論
─ 

瀬 

間 

正 

之 

一
七
二 

(

一
五･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
大
学 

文
学
研
究
科
紀
要 

一
四
五 

 
G

O
O

G
LE

日
本
語
Ｎ
グ
ラ
ム
の
分
析(

一) 
 

小 

野 

芳 

彦 

599 
(

一
五･

三) 

─｢

イ
ッ
パ
ヒ
ト
カ
ラ
ゲ｣
の
足
跡
─ 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

江
戸
時
代
の
文
献
史
料
に
記
載
さ
れ
る
ツ
ル
類
の
同
定 

 

久 

井 

貴 

世 

606 

一
四 

(

一
四･

一
二) 

─
マ
ナ
ヅ
ル
・
ナ
ベ
ヅ
ル
に
係
る
名
称
の
再
考
察
─ 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
紀
要 

人
文
科
学
・
社
会
科 

B
C

C
W

J

の
品
詞
情
報
の
解
析
精
度
に
つ
い
て 

 

馬 

場 

俊 

臣 

619 

学
編 

六
六-

一 
(

一
五･

八) 

─
特
に
接
続
詞
に
注
目
し
て
─ 

 
 

明
治
大
学
日
本
文
学 

四
一 

(

一
五･

六) 

助
数
詞
「
茎
」
に
つ
い
て 

王 
 
 
 
 

鼎 

一
八
〇 

 

立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢 

一
三 

 

「
勉
強
」
の
意
味
変
遷
に
つ
い
て
の
考
察 

─
明
治
大
正
時 

胡 
 
 

新 

祥 

一
八
七 

(

一
三･

九) 

代
を
中
心
に
─ 

 
 

立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢 

一
三 

 

複
合
動
詞
の
意
味
・
用
法 

─
後
項
動
詞
「
～
こ
む
」
を 
李 

 
 

静 

玟 
 

一
九
一 

(

一
三･

九) 

中
心
に
─ 

 
 

立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究 

「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か(

續
編) 

山 

田 
崇 

仁 

一
九
五 

所 

漢
字
學
研
究 

二 
(

一
四･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

形 
 
 

徹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
大
路 

綾 
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陳 
 
 

建 

明 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
四
分
冊
（
文
章･

文
体
・
音
声･

音
韻
・
方
言
） 

 

一 

文
章
・
文
体 

 

桜
美
林
大
学 

桜
美
林
論
考 

言
語
文
化
研
究 

人
称
と
文
体
と
語
り
の
視
点 

松 

田 

麻
利
子 

1 
 

六 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
観
光
大
学
紀
要 

一
四 

(

一
四･

三) 

統
括
機
能
か
ら
見
た
文
末
叙
述
表
現
「
の
ダ
」
・
「
ん
ダ
」 

宮 

澤 

太 

聡 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
異
同 

 
 

神
奈
川
大
学
人
文
学
会 

人
文
研
究 

一
八
六 
平
成
版

｢

横
書
ノ
ス
ヽ
メ｣ 

─
水
村
美
苗
著
『
私
小
説 

深 

沢 
 
 

徹 

一 
(

一
五･

九) 
from

 left to right

』
を
手
が
か
り
に
─ 

 
 

神
戸
大
学 

近
代 

一
一
三 

(

一
五･

一
一) 

日
本
語
に
お
い
て
「
間
接
話
法
」
は
い
か
に
規
定
さ
れ
る 

湯 

淺 

英 

男 

二
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

べ
き
か 
─
夏
目
漱
石
の
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
例
文
に
用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
─ 

 
 

駒
澤
大
學
仏
教
文
学
研
究 

一
八 

(

一
五･

一) 

『
風
土
記
』
の
文
体
と
漢
訳
仏
典
の
比
較
研
究 

 

馬 
 
 
 
 

駿 

三
七 

 

―
四
字
語
句
と
句
式
を
中
心
に
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
八-

一 

日
韓
の
意
見
文
に
見
ら
れ
る
タ
イ
ト
ル
と
文
章
構
造
の
特 

伊
集
院 

郁 

子 

15 
(

一
五･

九) 

徴 

─
日
本
語
母
語
話
者
と
韓
国
語
母
語
話
者
と
韓
国
人 

盧 
 
 

儀 

鉉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
語
学
習
者
の
比
較
─ 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要 

三
二 

(

一
五･

三) 

二
葉
亭
四
迷
『
浮
雲
』
に
お
け
る
主
題
・
主
格
相
当
の
名 

服 

部 
 
 

隆 

四
六 

 

詞
の
「
無
助
詞
」
表
現 

─
節(C

lause)
を
用
い
た
文
体 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
析
の
試
み(

六)

─ 
 

 

中
央
学
院
大
学
人
間
・
自
然
論
叢 

三
八 

 

連
用
形
名
詞
の
「
結
果
状
態
解
釈
」
に
対
す
る
換
喩
分
析 

八 

木 

健
太
郎 

23 
(

一
四･

七) 
 

 
 

中
央
学
院
大
学
人
間
・
自
然
論
叢 

四
〇 

 

幸
田
文
「
食
欲
」
の
表
現 

─
〈
厭
〉
の
感
情
に
注
目
し
て 
水 

藤 

新 

子 

34 
(

一
五･

七) 

─ 
 

 

東
洋
大
学
通
信
教
育
部 

東
洋
通
信 

五
一-

五 

現
代
語
の
指
示
詞
コ
ノ
・
ソ
ノ
・
ア
ノ
＋
名
詞
句
に
つ
い 

岡 
﨑 
友 

子 

41 
(

一
四･

一
二) 

て 
 

 

日
本
文
学
協
会 

日
本
文
学 

六
三-

七 
 

仮
名
書
き
願
文
の
表
記
と
文
体 

─
『
鎌
倉
遺
文
』
所
収 

山 

本 

真 
吾 

六
一 

(

一
四･

七) 

願
文
を
中
心
に
─ 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文 

校
歌
の
歌
詞
に
関
す
る
言
語
学
的
研
究 

─
倉
敷
市
の
公 

尾 

崎 

喜 

光 
49 

学
会 

清
心
語
文 

一
七 

(

一
五･

一
一) 

立
学
校
の
場
合
─ 

杉 

尾 

瞭 

子 
 

 

一
橋
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

五 
 

｢

必
ず｣

｢

絶
対｣

｢

き
っ
と｣

の
文
体
的
特
徴 

『
現
代
日 

前 

坊 

香
菜
子 

58 
(

一
四･

七) 

本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』
の
調
査
か
ら 

 
 

法
と
言
語
学
会 

法
と
言
語 

二 
(

一
五･

三) 

文
章
の
難
解
さ
が
法
律
効
果
に
与
え
る
影
響 

─
運
転
許 

池 

邉 

瑞 

和 

64 
 

否
に
関
わ
る
診
断
書
書
式
の
分
析 

首 

藤 

佐
智
子 

 

立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢 

一
三 

 

「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
の
一
考
察 

─
江
戸
期
・
明
治
期 

高 

澤 

信 

子 

六
六 

(

一
三･

九) 

の
文
学
作
品
を
中
心
に
─ 

 
 

早
稲
田
大
学
国
語
教
育
学
会 

早
稲
田
大
学
国 

中
等
国
語
読
本
に
お
け
る
言
文
一
致
体
の
は
じ
ま
り
に
関 

菊 

野 

雅 

之 

七
六 

語
教
育
研
究 

三
四 

(

一
四･

三) 

す
る
試
論 

─
落
合
直
文
編
『
中
等
国
文
読
本
』
『
中
等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
語
読
本
』
を
中
心
に
─ 

 
  

二 

音
声
・
音
韻 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

一
〇 

 

後
期
咄
本
に
お
け
る
ウ
音
便
形
に
つ
い
て 

三 

原 

裕 

子 

80 
(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
言
語
文
化
学 

二
四 

(

一
五･

三) 

日
本
語
の
疑
問
型
上
昇
調
と
強
調
型
上
昇
調
の
音
声
的
特 

郡 
 
 

史 

郎 

92 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徴
に
つ
い
て 

─
聴
取
実
験
に
よ
る
検
討
─ 
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大
阪
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
研
究 

四
〇 

 

物
語
の
朗
読
に
お
け
る
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
ポ
ー
ズ 

 

郡 
 
 

史 

郎 

99 
(

一
四･

三) 

─
『
ご
ん
狐
』
の
六
種
の
朗
読
に
お
け
る
実
態
─ 

 
 

大
阪
教
育
大
学
紀
要 
第
一
部
門 

人
文
科
学 

日
本
語
学
習
者
の
特
殊
拍
産
出
に
見
ら
れ
る
特
徴
：
長
音 

若 

生 

正 

和 

111 
 

第
二
部
門 

社
会
科
学
・
生
活
科
学 

 

を
中
心
に 

李 
 
 

多 

慧 

六
三-

一 
(

一
四･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
妻
女
子
大
学
紀
要
─
文
系
─ 
四
七 

 

日
本
語
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
上
昇
調
の
表
示 

河 

野 
 
 

武 

116 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
日
本
言
語
文
化
学
研
究
会 

高
低
ア
ク
セ
ン
ト
指
導
の
導
入
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ 

徳 

間 
 
 

望 

123 
 

言
語
文
化
と
日
本
語
教
育 

五
〇 

 

プ 

─
初
中
等
教
育
機
関
で
教
え
る
イ
ン
ド
人
日
本
語
教 

高 

柳 

智 

美 
(

一
五･

一
二) 

師
を
対
象
と
し
て
─ 

 
 

杏
林
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

二
六 

 
形
容
詞
ウ
音
便 

─
使
用
の
位
相
を
中
心
に
─ 

玉 

村 

禎 

郎 

127 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要 

二
一 

 

く
ま
モ
ン
を
巡
る
ア
ク
セ
ン
ト
騒
動 

崔 
 
 

文 

姫 

134 
(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

群
馬
県
立
女
子
大
学
大
学
院 

大
学
院
諸
究 

 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
連
濁
現
象
」
の
一
考
察 

 

田 

島 

靖 

介 

149 

一
〇 

(

一
三･

三) 

─
漢
字
「
風
」
の
読
み
を
中
心
に
─ 

 
 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
六 

A
 catalogue of phonological opacity in Japanese:  

Shigeto  
 

154 
(

一
五･

三) 
Version 1.2. 

 
 

 K
aw

ahara 
 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

人
間
科
学
編 

 

乳
幼
児
の
歌
唱
様
音
声
の
韻
律
的
特
徴 

坂 

井 

康 

子 

169 

五
一 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志 

村 

洋 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

根 

直 

人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡 

林 

典 

子 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
会 

神
戸
外
大
論
叢 

日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
に
関
す
る
三
つ
の
問
題 
―
音
調
意 

中 

井 

幸
比
古 

173 
 

六
五-

一 
(

一
五･

三) 

識
、
ア
ク
セ
ン
ト
規
則
の
有
効
性
、
類
別
語
彙
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

九 
(

一
五･

七) 

連
濁
の
不
規
則
性
と
ロ
ー
ゼ
ン
の
法
則 
テ
ィ
モ
シ
ー
・
Ｊ 

187 
 

 
・
バ
ン
ス 

 

札
幌
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要 

二 
 

短
歌
音
韻
則
の
実
証
的
研
究 

―
万
葉
集
か
ら
新
続
古
今 

早 
田 

和 

弥 

191 
(

一
五･

三) 

集
迄
の
三
七
八
七
五
首
を
対
象
と
し
た
解
析
― 

 
 

静
岡
大
学
人
文
社
会
科
学
部 

人
文
論
集 

 

オ
・
コ(

小)

と
オ
ー(

大)

が
地
名
の
連
濁
に
与
え
る
影
響 

城 

岡 
啓 
二 

196 

六
五-

一 
(

一
四･

七) 

に
つ
い
て 

─
明
治
期
村
名
と
そ
の
後
の
音
変
化
か
ら
連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濁
・
非
連
濁
の
傾
向
と
規
則
性
を
読
み
取
る
─ 

 
 

筑
波
大
学
附
属
聴
覚
特
別
支
援
学
校
紀
要 

 

発
音
評
価
時
に
お
け
る
児
童
自
身
の
音
声
の
聴
き
と
り 

木 

村 

淳 

子 
215 

三
七 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内 

野 

智 

仁 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系 

Ⅰ 

複
合
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
変
化
と
語
種 

白 

勢 

彩 

子 

217 
 

六
六 

(

一
五･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
九-

一
・
二 

 

聴
き
取
り
易
さ
が
異
な
る
無
意
味
語
中
長
母
音
の
知
覚
判 

栗 

原 

通 

世 

220 
(

一
五･

九) 

断
の
特
徴 

─
日
本
語
中
上
級
レ
ベ
ル
の
中
国
語
北
方
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

言
母
語
話
者
を
対
象
と
し
て
─ 

 
 

豊
橋
技
術
科
学
大
学 

雲
雀
野 

三
六 

 

最
適
性
理
論
に
よ
る
日
本
語
の
母
音
連
続
の
分
析
と
制
約 

太 

田 

貴 

久 

231 
(

一
四･

三) 

の
統
計
的
検
討 

氏 
 
 

平 

明 
 

名
古
屋
大
学
国
際
言
語
セ
ン
タ
ー
日
本
語
・
日 

持
続
時
間
と
呼
気
流
量
に
よ
る
発
話
文
中
の
語
の
分
析 

鹿 

島 
 
 

央 

242 

本
文
化
論
集 

二
二 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋 

本 

慎 

吾 
 

日
本
音
響
学
会
誌 

七
一-

二 
(

一
五･

二) 

発
声
と
声
帯
振
動
の
基
礎 

將 

原 

健 

一 

251 
 

日
本
音
響
学
会
誌 

七
一-

九 
(

一
五･

九) 

音
声
研
究
に
お
け
る
感
情
の
位
置
付
け 

森 
 
 

大 

毅 

255 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中 

村 
 
 

真 
 

日
本
音
響
学
会
誌 

七
一-

九 
(

一
五･

九) 

音
声
対
話
中
に
出
現
す
る
パ
ラ
言
語
情
報
と
音
響
関
連
量 

石
井
カ
ル
ロ
ス 

259 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
声
質
の
役
割
に
焦
点
を
当
て
て
─ 

 
 
 
 

寿 

憲 
 

日
本
音
響
学
会
誌 

七
一-

九 
(

一
五･

九) 

音
声
に
含
ま
れ
る
様
々
な
個
人
性
の
自
動
推
定 

峯 

松 

信 

明 

263 
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23 

日
本
音
声
学
会 

音
声
研
究 

一
九-

一 
 

日
本
語
音
声
・
テ
キ
ス
ト
コ
ー
パ
ス
情
報
処
理
に
基
づ
く 

峯 

松 

信 

明 

267 
(

一
五･

四) 

オ
ン
ラ
イ
ン
韻
律
教
育
イ
ン
フ
ラ
の
構
築 

 
 

日
本
音
声
学
会 
音
声
研
究 

一
九-

二 
 

Edge Prom
inence and D

eclination in Japanese  
Shigeto  

 

274 
(

一
五･

八) 
Jaw

 D
isplacem

ent Patterns: A
 V

iew
 from

 the C
/D

  
 

K
AW

A
H

A
R

A
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

M
odel 

D
onna  

 
 

 
 ER

IC
K

SO
N

 
 

 
A

tsuo  
 

 
 

 SU
EM

ITSU
 

 

広
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
紀
要 

五 
 

後
続
音
を
持
た
な
い
撥
音
の
音
声
実
現
に
つ
い
て
の
予
備 

石 

原 

淳 

也 

280 
(

一
五･

三) 

的
研
究 

 
 

方
言
・
音
声
研
究
会 

方
言
・
音
声
研
究 

七 
中
国
人
日
本
語
学
習
者
の
ア
ク
セ
ン
ト
習
得 

─
単
語
暗 

劉 
 
 

暁 

倩 

283 
(

一
四･

五) 
記
、
規
則
学
習
に
よ
る
日
本
語
発
音
の
変
化
─ 

 
 

美
夫
君
志
会 

美
夫
君
志 

八
八 

(

一
四･

三) 

多
変
量
解
析
を
用
い
た
万
葉
短
歌
の
声
調
外
在
化
に
つ
い 

村 

田 

右
富
実 

八
一 

 

て 

川 

野 

秀 

一 
 

留
学
生
教
育
学
会 

留
学
生
教
育 

二
〇 

 

日
本
留
学
中
の
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
に
お
け
る
日
本
語 

柳 

本 

大 

地 

294 
(

一
五･

一
二) 

漢
字
単
語
の
聴
覚
的
認
知 

─
韓
日
二
言
語
間
の
形
態
異 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
性
と
音
韻
類
似
性
を
操
作
し
た
実
験
的
検
討
─ 

 
  

三 

方 

言 
 

阿
波
学
会
紀
要 

六
〇 

(

一
五･

三) 

阿
南
市
の
方
言 

峪 

口 

有
香
子 

299 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岸 

江 

信 

介 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仙 

波 

光 

明 
 

上
田
女
子
短
期
大
学 

観
光
文
化
研
究
所
所
報 

長
野
県
方
言
の
モ
ー
ド 

大 

橋 

敦 

夫 

305 
 

一
二 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
田
女
子
短
期
大
学 

総
合
文
化
研
究
所
所
報 

明
治
五
年
『
方
言
の
記
録
』(

在
、
白
馬
村)

の
検
討 

大 

橋 

敦 

夫 

八
六 

 

学
海 

一 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

追
手
門
学
院
大
学
国
際
教
養
学
部
紀
要 

八 
 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
と
方
言 

櫛 
引 

祐
希
子 

313 
(

一
五･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

高
知
県
四
万
十
市
西
土
佐
奥
屋
内
方
言
の
屈
折
接
尾
辞
ト 

平 

塚 
雄 
亮 

321 

ー
ト 

一
三 

(

一
五･

三) 

ー 
 

 

大
阪
大
学
大
学
院 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ 

京
都
府
福
知
山
市
方
言
に
お
け
る
テ
ヤ
敬
語
の
運
用
に
つ 

福 

居 

亜 

耶 

326 

ー
ト 

一
三 

(

一
五･

三) 

い
て 

 
 

沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
紀
要 

南
島 

与
論
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

二) 

上 

野 

善 

道 

338 

文
化 

三
七 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

第
一
部 

 

終
助
詞
「
よ
」
「
ね
」
の
音
調
の
地
域
差
に
つ
い
て 

 

轟 

木 

靖 

子 

346 

一
四
二 

(

一
四･

九) 

─
東
京
・
岡
山
・
香
川
の
比
較
─ 

山 

下 

直 

子 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
三 

方
言
区
画
論
と
方
言
境
界
線
と
方
言
圏
の
比
較
研
究 

安 

部 

清 

哉 

351 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報 

六
〇 

 

日
本
語
の
「
南
北
型
方
言
分
布
」
研
究
の
た
め
の
言
語
地 

安 

部 

清 

哉 

369 
(

一
四･

三) 

図
一
覧 

 
 

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室 
 

鹿
児
島
方
言
辞
典 

─
遊
戯
の
部
─ 

木 

部 

暢 

子 

399 

国
語
国
文 

薩
摩
路 

五
九 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

金
沢
大
学
国
語
国
文 

四
〇 

(

一
五･

三) 

形
式
動
詞
と
し
て
の
「
な
る
」 

─
山
形
市
で
の
漢
語
動 

須 

賀 

一 

好 

八
九 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詞
の
用
例
観
察
か
ら
─ 

 
 

岐
阜
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告 

人
文
科
学 

 

愛
知
県
三
河
地
方
郡
市
町
村
史
に
見
ら
れ
る
方
言
記
述
・ 

山 

田 

敏 

弘 

403 

六
三-

二 
(

一
五･

三) 

研
究 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

 

天
草
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料
の
提
示
と
新
し
い
ア
プ 

五
十
嵐 

陽 

介 

408 

三
五 

(

一
五･

三) 

ロ
ー
チ
に
基
づ
い
た
西
南
部
九
州
諸
方
言
の
系
統
分
析
の 

松 

浦 

年 

男 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試
み 
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九
州
大
学
大
学
院 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

 
O

n the Syntactic Structure of Bai and Tai  
Y

asuhito K
ido

 
 

424 

三
五 

(

一
五･
三) 

in H
ichiku D

ialect 
 

 

京
都
西
山
短
期
大
学 
西
山
学
苑
研
究
紀
要 

 

「
サ
詠
嘆
法
」
の
文
法
的
特
質 

─
一
語
文
の
実
例
を
中 

濱 

中 
 
 

誠 

436 

九 
(

一
四･

三) 

心
に
─ 

 
 

熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要 
二
〇 

 

往
来
物
に
見
る
方
言
反
映
事
例
に
つ
い
て 

─
近
世
後
期 

米 

谷 

隆 

史 

九
三 

(

一
四･

二) 

の
東
北
地
方
に
お
け
る
─ 

 
 

群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究 
三
四 

 

伊
藤
信
吉
方
言
資
料
に
み
る
〈
桑
の
実
〉
の
方
言
分
布 

 

新 

井 

小
枝
子 

444 
(

一
四･

三) 

─
多
様
な
方
言
資
料
を
横
断
的
に
利
用
し
た
方
言
研
究
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
め
に
─ 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雜
誌 

一
一
六-

九 
 

格
助
詞
の
後
ろ
に
付
く
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
「
ガ
」 

座 

安 

浩 

史 

450 
(

一
五･

九) 
の
用
法 

─
石
垣
市
方
言
を
具
体
例
に
─ 

 
 

國
學
院
大
學
大
學
院
紀
要 

文
学
研
究
科 

 

ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
の
助
詞
「
ガ
」
の
用
法
に
つ
い 

座 

安 

浩 

史 

460 

四
五 

(

一
四･

三) 

て 
 

 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

敬
語
の
成
人
後
採
用 

─
岡
崎
敬
語
調
査
の
「
川
の
字
」 

井 

上 

史 

雄 

473 

ビ
ュ
ー 

五-

三 
(

一
五･

二) 

変
化
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･

五) 

喜
界
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

三) 

上 

野 

善 

道 

478 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

八 
(

一
四･

一
一) 

徳
之
島
浅
間
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

一) 

上 

野 

善 

道 

489 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

八 
(

一
四･

一
一) 

「
首
都
圏
の
言
語
」
を
め
ぐ
る
概
念
と
用
語
に
関
し
て 

鑓 

水 

兼 

貴 

507 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

九 
(

一
五･

七) 

関
西
若
年
層
の
新
し
い
否
定
形
式
「
～
ヤ
ン
」
を
め
ぐ
っ 

鳥 

谷 

善 

史 

520 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て 
 

 

聖
霊
女
子
短
期
大
学
紀
要 

四
三 

(

一
五･

三) 

秋
田
県
男
鹿
方
言
の
動
詞
活
用
形
と
ア
ク
セ
ン
ト
・
Ⅰ
類 

近 

藤 

清 

兄 

530 
 

動
詞
編 

 
 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

方
言
イ
メ
ー
ジ
の
形
成 
永 

瀬 

治 

郎 

538 

国
文 

九
六 

(

一
五･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部 

人
間
文
化 

佐
賀
方
言
に
お
け
る
用
言
の
「
語
幹
化
」 

髙 
山 

百
合
子 

547 

研
究
所
年
報 

二
六 

(

一
五･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

ア
ク
セ
ン
ト
の
世
代
差
と
対
立
の
中
和 

─
長
野
県
千
曲 

那 

須 
昭 
夫 

552 

・
言
語
専
攻 

文
藝
言
語
研
究 

言
語
篇 

 

市
で
の
臨
地
調
査
か
ら
─ 

 

六
七 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
五 

(

一
四･

九) 

日
本
諸
語
お
よ
び
諸
方
言
記
述
の
た
め
の
グ
ロ
ス
リ
ス
ト 

大 

槻 

知 

世 
567 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作
成
の
試
み 

 
 

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
言
語
情
報 

共
通
語
の
生
涯
習
得
に
関
す
る
研
究
の
動
向 

横 

山 

詔 

一 

569 

科
学
専
攻
紀
要 

Language Inform
ation  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Text 

22 
(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
記
述
言
語
学
論
集 

思
言 

 

南
琉
球
八
重
山
黒
島
方
言
の
動
詞
に
お
け
る
〝
連
体
形
〟 

原 

田 

走
一
郎 

574 

一
〇 

(

一
四･

一
二) 

と
〝
終
止
形
〟 

 
 

徳
島
大
学
地
域
科
学
研
究 

四 
(

一
四･

一
二) 

徳
島
県
吉
野
川
流
域
に
お
け
る
『
声
の
言
語
地
図
』
作
成 

峪 

口 

有
香
子 

581 
 

の
試
み 

A
bdunabi U

bul 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

泉 

誠 

治 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陳 
 
 
 
 

英 
 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

言
語
・
文
化
篇 
 

山
形
県
寒
河
江
市
方
言
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
強
調
法 

川 

越 

め
ぐ
み 

586 

二
五-

二 
(

一
四･

三) 
 

 
 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

言
語
・
文
化
篇 

 

山
形
県
寒
河
江
市
方
言
オ
ノ
マ
ト
ペ
に
お
け
る
具
体
的
描 

川 

越 

め
ぐ
み 

592 

二
六-

二 
(

一
五･

三) 

写
性
と
語
形
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

西
日
本
言
語
学
会 

ニ
ダ
バ(N

ID
A

B
A
) 

 

方
言
に
対
応
し
た
形
態
素
解
析
辞
書
の
拡
張 

 

廣 

川 

純 

子 

597 

四
三 

(

一
四･

三) 

─
『
広
島
大
学
電
話
会
話
コ
ー
パ
ス
』
構
築
に
際
し
て
─ 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
五
二 

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
』
の
「
方
言
キ
ャ
ラ
」 

田 

中 

ゆ
か
り 

602 
(

一
五･

六) 

─
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
「
テ
ィ
モ
ン
」
と
「
プ
ン
バ
ァ
」
─ 
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日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
五
二 

 

長
野
県
の
昔
話
に
現
れ
た
方
言 

─
語
り
始
め
と
語
り
終 

大 

谷 

早 

希 
*** 

(

一
五･

六) 

わ
り
─ 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 
比
較
文
化
研
究 

 

京
こ
と
ば
の
考
証
を
め
ぐ
っ
て 

─
映
画
『
舞
妓
は
レ
デ 

泉 
 
 

文 

明 

609 

一
一
六 

(

一
五･

四) 

ィ
』
の
場
合
─ 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

日
本
語 

全
国
多
人
数
調
査
か
ら
見
る
ガ
行
鼻
音
の
現
状
と
動
態 

尾 

崎 

喜 

光 

617 

・
日
本
文
学
編 

三
九-

一 
(

一
五･
三) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

今
帰
仁
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
音
声
分
析 

永
野
マ
ド
セ
ン 

626 

三
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

泰 

子 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

沖
永
良
部
島
国
頭
方
言
の
人
称
代
名
詞 

徳 

永 

晶 

子 

635 

三
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

琉
球
方
言
「
焼
べ
る
」
考 

ウ
エ
イ
ン
・ 

644 

三
九 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ロ
ー
レ
ン
ス 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

琉
球
与
那
国
方
言
体
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料(

四) 

上 

野 

善 

道 

649 

三
九 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
星
学
園
大
学 

北
星
論
集 

五
二-

一 
 

札
幌
市
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
共
通
語
化
に
関
す
る
実
時
間 

高 

野 

照 

司 

664 
(

一
四･

九) 

パ
ネ
ル
調
査 

～
老
年
層
話
者
の
「
生
涯
変
化
」
に
着
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
～ 

 
 

北
星
学
園
大
学 

北
星
論
集 

五
二-

二 
 

札
幌
市
方
言
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト
の
共
通
語
化
に
関
す
る
実 

高 

野 

照 

司 

673 
(

一
五･

三) 

時
間
パ
ネ
ル
調
査 

～
変
化
を
支
配
す
る
拘
束
要
因
マ
ッ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プ
の
提
案
～ 

 
 

武
蔵
野
書
院 

武
蔵
野
文
学 

六
三 

 

オ
モ
ロ
語
・
表
現
の
再
活
性
化 

照 

屋 
 
 

理 

一
〇
一 

(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

武
蔵
野
書
院 

武
蔵
野
文
学 

六
三 

 

琉
球
語
で
書
く
、
琉
球
語
を
書
く 

下 

地 

賀
代
子 

一
〇
四 

(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

武
蔵
野
書
院 

武
蔵
野
文
学 

六
三 

 

琉
球
方
言
圏
散
策 
野 

原 

三 

義 

一
〇
七 

(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

武
蔵
野
書
院 

武
蔵
野
文
学 

六
三 

 

沖
縄
語
動
詞
の
形
態
変
化
の
移
り
変
り 

─
「
み
る
」
に 

多
和
田 
眞
一
郎 

一
一
〇 

(

一
五･

一
二) 

み
る
─ 

 
 

桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所 

人
間
文
化
研
究 

大
阪
・
奈
良
の
方
言
に
お
け
る
否
定
辞
に
つ
い
て 

 

村 

中 

淑 
子 

685 
 

一 
(

一
四･

一
一) 

─
世
代
差
を
中
心
に
─ 

 
 

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要 

五
〇 

 

方
言
資
料
と
し
て
の
『
か
て
も
の
』
と
『
飯
粮
集
』 

山 

本 
 
 

淳 
698 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

天
草
諸
島
方
言
の
多
様
性 

─
御
所
浦
島
方
言
・
獅
子
島 

有 

元 

光 

彦 

707 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

六
四-

一
・
二 

 

方
言
の
動
詞
テ
形
音
韻
現
象
─ 

 
(

一
五･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

琉
球
大
学
法
文
学
部 

琉
球
ア
ジ
ア
文
化
論
集 

多
良
間
島
漂
着
事
件
に
見
る
言
語
接
触
の
一
端 

高 

良 

倉 

吉 

715 
 

一 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
五
分
冊
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

桜
花
学
園
大
学 

Journal of the School of 
 

接
触
場
面
に
お
け
る
感
動
的
あ
い
づ
ち
に
つ
い
て 

都 
 
 

恩 

珍 

1 
Liberal A

rts 
6 

(

二
〇
一
四) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敖 
 
 

道 

胡 
 

大
分
大
学
国
際
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報 

 

社
会
的
役
割
と
ム
ー
ド
選
択 

『C
anC

am

』
二
〇
一
四 

南 

里 

敬 

三 

8 
(

一
四･

九) 

年
四
月
を
例
に
と
っ
て 

 
 

大
阪
大
学
言
語
文
化
学 

二
三 

(

一
四･

三) 
夫
婦
間
会
話
に
お
け
る
自
己
フ
ェ
イ
ス
補
償
ス
ト
ラ
テ
ジ 

大 

塚 

生 

子 

13 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー 
─(

イ
ン)

ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

大
阪
大
学
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集 

日
本
語
教
育
に
活
用
可
能
な
言
語
景
観
の
分
類
に
関
す
る 

磯 

野 

英 

治 

20 
 

多
文
化
社
会
と
留
学
生
交
流 

一
九 

 

考
察 

 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

日
本
語
の
雑
談
会
話
に
お
け
る
話
題
転
換
研
究
の
方
法 

 

花 

村 

博 

司 

24 

報
編 

九 
(

一
四･

三) 

─
話
題
転
換
は
ど
こ
で
行
わ
れ
、
ど
う
分
類
さ
れ
る
か
─ 

 
 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

日
本
語
母
語
話
者
の
「
申
し
出
」
表
現
の
選
択
要
因 

 

デ
ウ
ィ
・ 

39 

報
編 

九 
(

一
四･

三) 

─
行
動
の
援
助
を
提
供
す
る
場
面
に
お
け
る
緊
急
度
─ 

 
 
 

ク
ス
リ
ニ 

 

お
茶
の
水
女
子
大
学
日
本
言
語
文
化
学
研
究
会 

中
国
人
日
本
語
学
習
者
の
助
言
場
面
に
お
け
る
意
識
と
行 

黄 
 
 

郁 

蕾 

50 
 

言
語
文
化
と
日
本
語
教
育 

四
八
・
四
九 

 

動
に
影
響
す
る
諸
要
因 

玉 

岡 

賀
津
雄 

(

一
五･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

お
茶
の
水
女
子
大
学 

比
較
日
本
学
教
育
研
究 

試
食
会
に
お
け
る
食
べ
物
と
家
族
と
の
関
係 

ポ
リ
ー
・ 

56 

セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

一
〇 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ザ
ト
ラ
ウ
ス
キ
ー 

 

尾
道
市
立
大
学
芸
術
文
化
学
部 

紀
要 

一
三 

文
作
成
時
の
文
脈
パ
タ
ー
ン
の
個
人
差
に
関
す
る
検
討 

 

塚 

本 

真 

紀 

60 
(

一
四･

三) 

─
身
体
感
覚
表
現
と
言
語
的
不
安
反
応
と
の
関
係
に
着
目 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
─ 
 

 

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

一
〇 

朝
日
新
聞
に
お
け
る
皇
族
の
呼
称
お
よ
び
待
遇
表
現
の
変 

松 
本 

 
 

敦 

63 
(

一
四･

三) 

遷 

─
甯
子
内
親
王
・
眞
子
内
親
王
を
例
に
─ 

 
 

神
奈
川
大
学 

人
文
学
研
究
所
報 

五
三 

 

日
本
語Tw

itter

ユ
ー
ザ
ー
の
中
国
人
に
つ
い
て
の
言
説 

高 
 
 

史 
明 

71 
(

一
五･

三) 

の
計
量
的
分
析 

─
コ
リ
ア
ン
に
つ
い
て
の
言
説
と
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

比
較
─ 

 
 

関
西
外
国
語
大
学
大
学
院
研
究
論
集 

FO
N

S 
 

O
bservations of G

ender Specific U
sage of  

Jessica Tynes 
 

78 
LIN

G
U

A
E
 
39 

(

一
五･

一
〇) 

Japanese in the M
edia 

 
 

関
西
学
院
大
学
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

言 

感
謝
表
現
と
し
て
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
「
す
み
ま
せ
ん
」 

尾 

鼻 

靖 

子 

89 

語
と
文
化 

一
八 

(

一
五･

三) 

の
境
界
線 

─
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
理
論
を
適
用
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
─ 

 
 

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
藝
研
究 

漫
才
に
お
け
る
言
語
生
活
論 

清 

原 

裕 

登 

96 
 

六
五-

二 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
藝
研
究 

名
詞
に
よ
る
呼
掛
に
つ
い
て 

─
喚
体
論
の
視
点
か
ら
─ 

六 

城 

雅 

章 

一 
 

六
七-

一 
(

一
五･

一
〇) 

 
 

 

神
田
外
語
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

言
語
教
育 

‘Stop the 

ひ
っ
た
く
り’

：English language use on  
L

uke R
ow

land
 
 

109 

研
究 

二
五 

(

一
四･

一
一) 

a Tokyo police sign
 

 
 

北
九
州
市
立
大
学 

基
盤
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

日
本
語
教
科
書
に
お
け
る
女
性
の
職
業
：
教
科
書
分
析
と 

水 

本 

光 

美 

115 
 

一
六 

(

一
三･

三) 

日
本
語
教
師
の
意
識
調
査
分
析 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
究 

三
二 

 
A

ddress Term
s in Japanese B

logs as a R
esponse  

B
artosz 

 
 

128 
(

一
四･

三) 
to the A

uthor's Self-Presentation
 

 
W

O
LA

Ń
SK

I 
 

 
Yoshiko  

 
 

M
ATSU

M
U

R
A
 

 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
七 

｢

風
評
被
害｣

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
意
味
論 

荒 

井 

文 

雄 

133 
(

一
四･

三) 
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近
畿
大
学
教
養
・
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

恋
人
た
ち
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス 

ほ
め
意
図
の
推
論
と
イ
ン 

大 

塚 

生 

子 

150 
 

外
国
語
編 
五-

一 
(

一
四･

七) 

／
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
評
価 

 
 

甲
南
大
学
紀
要 
文
学
編 

一
六
五 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
意
図
に
つ
い
て 

 

中 

島 

信 

夫 

161 
(

一
五･

三) 

─G
rice

の
非
自
然
的
意
味(non-natural m

eaning
)

に 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基
づ
く
考
察
─ 

 
 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

文
学
・
文
化
編 

 

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
お
け
る
方
言
と
字
幕
ス
ー
パ
ー
に
つ 

甲 

斐 

千
代
子 

167 

五
〇 

(

一
四･

三) 

い
て
の
一
考
察 

─
送
り
手
の
伝
達
方
法
は
視
聴
者
に
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
適
し
て
い
る
か
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

七 
(

一
四･

五) 

岡
崎
市
方
言
敬
語
伝
統
形
式
お
よ
び
新
形
式
ミ
エ
ル
の
消 

辻 
 
 

加
代
子 

171 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長 

─
継
続
サ
ン
プ
ル
の
分
析
よ
り
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

八 
(

一
四･

一
一) 

｢
大
学
生
活
を
充
実
に
過
ご
す
た
め
に
…｣

 

─
新
用
法
発 

金 

澤 

裕 

之 

183 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
の
契
機
に
関
す
る
一
考
察
─ 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

九 
(

一
五･

七) 

日
本
語(
話
し
こ
と
ば)

は
従
属
部
標
示
型
の
言
語
な
の
か 

風 

間 

伸
次
郎 

187 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

？ 

─
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
の
分
析
に
よ
る
検
証
─ 

 
 

島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部 

し
ま
ね
地
域
共 

島
根
県
に
お
け
る
幼
児
の
言
語
調
査
：
益
田
市
か
ら
出
雲 

高 

橋 
 
 

純 

202 

生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二 
(

一
五･

九) 

市
ま
で
の
一
〇
地
点
の
調
査
報
告 

山 

下 

由
紀
恵 

 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
六-

二 

語
り
の
進
行
を
回
復
す
る
実
践
と
し
て
共
─
語
り
手
た 

城 
 
 

綾 

実 

208 
(

一
四･

三) 

ち
が
産
出
す
る
同
期
現
象 

細 

馬 

宏 

通 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
七-

一 

モ
ス
ク
教
室
に
お
け
る
在
日
パ
キ
ス
タ
ン
人
児
童
の
コ
ー 

山 

下 

里 

香 

217 
(

一
四･

九) 

ド
ス
イ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
七-

一 

相
互
行
為
と
し
て
の
ほ
め
と
ほ
め
の
応
答 
─
聞
き
手
の 

張 
 
 

承 

姫 

226 
(

一
四･

九) 

焦
点
ず
ら
し
の
応
答
に
注
目
し
て
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
七-

一 

第
三
〇
回
研
究
大
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

会
話
分
析
の
ス 

平 

本 
 
 

毅 

234 
(

一
四･

九) 

ペ
ク
ト
ラ
ム 

―
そ
の
広
が
り
と
可
能
性
─ 

城 
 
 

綾 

実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸 

江 

哲 

理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増 

田 

将 

伸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
横 
森 

大 

輔 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西 
阪 

 
 

仰 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
七-

二 

首
都
圏
若
年
層
の
日
常
会
話
に
お
け
る
「
違
う
」
の
使
用 

原 

田 
幸 

一 

238 
(

一
五･

三) 

─
新
形
式
「
ち
が
・
ち
ゃ
」
に
注
目
し
て
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
八-

一 

日
本
語
の
「
ス
タ
イ
ル
」
に
か
か
わ
る
研
究
の
概
観
と
展 

宇
佐
美 

ま
ゆ
み 

246 
(

一
五･

九) 

望 

─
日
本
語
会
話
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
レ
ベ
ル
シ
フ
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
関
す
る
研
究
を
中
心
に
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
八-

一 

ス
ピ
ー
チ
レ
ベ
ル
の
選
択
に
伴
う
場
面
認
識
に
関
す
る
考 

田 

所 

希
佳
子 

255 
(

一
五･

九) 

察 

─
韓
国
人
留
学
経
験
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
八-

一 

マ
レ
ー
シ
ア
人
留
学
生
と
友
人
日
本
人
大
学
生
の
接
触
場 

勝 

田 

順 

子 

260 
(

一
五･

九) 

面
に
お
け
る｢

規
範｣

の
違
い 

─｢

あ
い
づ
ち｣

の｢

規 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

範｣

か
ら
の
逸
脱
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
八-

一 

日
本
語
の
会
話
に
お
け
る
話
題
転
換
表
現 

─
新
出
型
・ 

花 

村 

博 

司 

267 
(

一
五･

九) 

再
開
型
・
前
提
提
示
型
と
い
う
話
題
転
換
の
型
に
よ
る
使 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
分
け
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
八-

一 
｢

お
父
さ
ん｣

の
記
憶
時
間 

─
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
に
よ 

井 

上 

史 

雄 

277 
(

一
五･

九) 

る
地
域
差
と
年
齢
差
─ 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
八-

一 
The ‘M

ultiform
’ Linguistic, Sociolinguistic and  

Lisa  
 

287 
(

一
五･

九) 
Sociocultural Practices of Plurilingual Em

ployees  
FA

IRBRO
TH

ER
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

in European M
ultinationals in Japan 

 
 

首
都
大
学
東
京
言
語
研
究
会 

言
語
の
研
究 

 

謙
譲
表
現
「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
の
拡
大
的
な
用
法
に
つ 

李 
 
 

譞 

珍 

294 

一 
(

一
五･

七) 

い
て 

─
日
本
人
母
語
話
者
の
意
識
調
査
か
ら
─ 

 
 

首
都
大
学
東
京 

人
文
学
報 

四
八
八 

 

非
母
語
話
者
か
ら
み
た
日
本
語
の
看
板
の
語
用
論
的
問
題 

ダ
ニ
エ
ル
・ 

302 
(

一
四･

三) 

─
日
本
語
教
育
に
お
け
る
「
言
語
景
観
」
の
応
用
─ 

 
 
 
 

ロ
ン
グ 
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首
都
大
学
東
京 

人
文
学
報 

五
〇
三 

 

日
本
語
が
公
用
語
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
世
界
唯
一
の 

ダ
ニ
エ
ル
・ 

313 
(

一
五･

三) 

憲
法 

─
パ
ラ
オ
共
和
国
ア
ン
ガ
ウ
ル
州
憲
法
─ 

 
 
 
 

ロ
ン
グ 

 
 

今 

村 

圭 

介 
 

尚
絅
学
院
大
学
紀
要 
六
九 

(

一
五･

七) 

何
の
た
め
に
語
り
直
す
の
か
？
：
転
換
的
語
り
直
し
の
目 

池 

田 

和 

浩 

322 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

的
に
関
す
る
言
語
分
析 

 
 

情
報
処
理
学
会 

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス 

 

情
報
伝
達
型
の
日
本
語
文
章
に
現
れ
る
あ
い
ま
い
表
現
の 

阿 

部 

圭 

一 

329 

五-

一 
(

一
四･

一) 

類
型
化
と
そ
の
改
善
例 

 
 

信
州
大
学 

人
文
科
学
論
集 

一 
(

一
四･
三) 

敬
語
接
頭
辞｢

オ-

／
ゴ-

(

御)｣

の
使
い
分
け
原
理
試
論 

山 

田 

健 

三 

334 
 

―
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
理
論
の
観
点
か
ら
― 

奥 

瀬 

真 

紀 
 

全
国
大
学
国
語
教
育
学
会 

国
語
科
教
育 

 
談
話
実
践
と
し
て
の
書
く
こ
と
に
お
け
る｢

状
況
性｣

と 

小 

林 

一 

貴 

344 

七
五 

(

一
四･

三) 
｢

分
散
性｣ 

 
 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
に
お
け
る
非
敬
体
の
様
相
と
効
果 

佐 

藤 

恵 

理 

348 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

一
二 

(

一
五･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

拓
殖
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文
・
自
然
・ 

日
本
人
学
生
と
外
国
人
留
学
生
の
自
由
会
話
の
微
視
的
分 

小
野
寺 

美
智
子 

356 

人
間
科
学
研
究 

三
三 

(

一
五･

三) 

析 

─
相
互
行
為
に
見
ら
れ
る
非
対
称
性
を
中
心
に
─ 

 
 

中
部
大
学 

人
文
学
部
研
究
論
集 

三
四 

 
｢

感
じ
の
よ
さ｣

と
補
助
動
詞 

─
日
本
語
母
語
話
者
と 

山 

本 

裕 

子 

364 
(

一
五･

七) 

非
母
語
話
者
の
調
査
結
果
を
比
較
し
て
─ 

 
 

筑
波
大
学
地
域
研
究 

三
五 

(

一
四･

三) 
Learning to Sound M

ale in a Fem
ale W

orld?: First  
C

ade  
 

373 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Language Socialization to U
se the ‘M

asculine’  
 

B
U

SH
N

ELL 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Japanese First-Person Reference Form
s ‘O

re’ and  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

‘Boku’ 
 

 

筑
波
大
学
地
域
研
究 

三
六 

(

一
五･

三) 
Lost in Translation?: O

n U
sing C

onversation  
C

ade  
 

381 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
nalysis to Exam

ine C
ross-Linguistic D

ata 
 

B
U

SH
N

ELL 
 

東
海
大
学
日
本
文
学
会 

湘
南
文
学 

五
〇 

 

現
代
若
者
の
敬
語
に
関
す
る
意
識
調
査 

宮 

崎 

麻 

央 

一
一 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
海
学
園
大
学
研
究
紀
要 

一
九 

人
文
科
学 

A
 cross-cultural pragm

atic investigation:  
M

itchell 
 
 

391 

研
究
編 

(

一
四･

三) 
discussion using the film

 The Last Sam
urai 

 
 
 
 FRY

ER
 

 

東
京
外
国
語
大
学
多
言
語
・
多
文
化
教
育
研
究 

複
言
語
サ
ポ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う
に
複
数
の
言
語
を
使
用 

徳 

井 
厚 

子 

398 

セ
ン
タ
ー 

多
言
語
多
文
化 

実
践
と
研
究 

 

し
て
い
る
の
か 

─
語
り
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
─ 

 

六 
(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院 

言
語
・
地
域
文
化 

日
本
語
補
習
校
に
お
け
る
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム 

─
イ
ギ 

松 

田 

知 

香 
407 

研
究 

二
一 

(

一
五･

一) 

リ
ス
、
サ
ザ
ン
ポ
ー
ト
日
本
語
補
習
校
を
事
例
に
─ 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

総
合
教
育
科
学
系
二 

Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
Ａ
Ｓ
Ｄ
大
学
生
の
語
り 

加 

藤 

浩 

平 

418 
 

六
六 

(

一
五･

二) 

の
分
析 

─
余
暇
活
動
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

藤 

野 
 
 

博 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
援
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

中
国
人
日
本
語
学
習
者
の
動
詞
否
定
丁
寧
形
「
ま
せ
ん
」 

呉 
 
 
 
 

丹 

422 

文
学 

四
七 

(

一
五･

三) 

と
「
な
い
で
す
」
の
使
用
実
態
に
つ
い
て 

─
イ
ン
タ
ビ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ュ
ー
の
発
話
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
─ 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
七-

三･

四 
 

聞
き
手
の
発
話
解
釈
に
感
動
詞
が
関
与
す
る
程
度
差
に
つ 

梅 

木 

俊 

輔 

426 
(

一
四･

三) 

い
て 

─
暗
示
的
意
味
を
中
心
に
─ 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
八-

三･

四 
 

特
定
秘
密
保
護
法
に
関
す
る
記
者
会
見
記
事
の
批
判
的
談 

名 

嶋 

義 

直 

435 
(

一
五･

三) 

話
分
析 

─
ミ
ク
ロ
面
の
分
析
を
中
心
に
─ 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
九-

一･

二 
 

無
料
配
布
の
観
光
案
内
小
冊
子
に
見
る
関
西
電
力
の
談
話 

名 

嶋 

義 

直 

447 
(

一
五･

九) 

実
践 

─
批
判
的
談
話
分
析
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

東
北
大
学
大
学
院 

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン 

重
度
・
重
複
障
害
児
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
行
動
の
形 

川 

住 

隆 

一 

458 

タ
ー
年
報 

一
五 

(

一
五･

三) 

成
に
関
す
る
研
究 

─
言
語
的
働
き
か
け
に
対
す
る
応
答 

南 

島 
 
 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
動
の
発
現
経
過
─ 

野 

崎 

義 

和 
 

東
洋
大
学
通
信
教
育
部 

東
洋
通
信 

五
二-

二 

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
日
本
人
の
国
際
結
婚
女
性
の
言
語
生 

三 

宅 

和 

子 

464 
(

一
五･

六) 

活 

─
そ
の
社
会
的
背
景
と
子
育
て
世
代
の
日
本
語
の
保 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

持
・
継
承
─ 
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常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 

コ 

Ｖ
テ
イ
ク
形
の
複
雑
述
語
と
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
に
つ
い
て 

梅 

香 
 
 

公 

470 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 

一
八 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

徳
島
文
理
大
学 
比
較
文
化
研
究
所
年
報 

 

な
ぜ
日
本
語
で
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
が
優
勢 

篠 

田 
 
 

裕 

476 

三
一 

(

一
五･

三) 

な
の
か
？ 

─
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
比
較
文
化
試
論
─ 

 
 

常
葉
大
学
短
期
大
学
部
紀
要 
四
五 

 
｢

話
し
言
葉｣

を
用
い
た
原
稿
作
成
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
教 

宮 

本 

淳 

子 

481 
(

一
四･

一
二) 

育
の
有
効
性 

～｢

ん｣

系
変
化
に
注
目
し
て
～ 

 
 

名
古
屋
大
学
国
際
言
語
セ
ン
タ
ー 
日
本
語
・ 

日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
の
ク
レ
ー
ム
電
話
会
話
終
結
部 

服 

部 

明 

子 

488 

日
本
文
化
論
集 

二
二 

(

一
五･

三) 

の
分
析 

─
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る
会
話
を
対
象
に
─ 

 
 

奈
良
大
学
紀
要 

四
三 

(

一
五･

三) 

宜
蘭
ク
レ
オ
ー
ル
に
お
け
るsound substitution

に
つ
い 

真 

田 

信 

治 

497 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て 
 

 

鳴
門
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

語
文
と
教
育 

顔
見
知
り
の
相
手
に
対
す
る
話
題
の
切
り
出
し
に
つ
い
て 

髙 

井 

春 

菜 

505 
 

二
九 

(

一
五･

八) 

─
性
別
の
違
い
と
相
手
と
の
関
係
性
の
違
い
に
注
目
し
て 

田 

中 

大 

輝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
 

 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

配
慮
を
め
ぐ
る
日
本
語
研
究
の
現
在 

─
敬
語
、
ポ
ラ
イ 

三 

宅 

和 

子 

515 

集 

一
六 

(

一
四･

五) 

ト
ネ
ス
、
配
慮
言
語
行
動
─ 

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
六 

 

注
意
概
念
を
用
い
た
ソ
系
の
直
示
用
法
と
非
直
示
用
法
の 

平 

田 

未 

季 

526 
(

一
四･

一
二) 

統
一
的
分
析 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会
論
集 

一
〇 

 

相
互
作
用
に
見
ら
れ
る
言
語
と
文
化
の
接
点 

─
ス
ト
ラ 

ザ
ト
ラ
ウ
ス
キ
ー
、 

539 
(

一
四･

一
一) 

テ
ジ
ー
、
談
話
の
構
成
単
位
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
エ
ビ
デ
ン 

 
 
 
 

ポ
リ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シ
ャ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
─ 

 
 

日
本
語
学
研
究
と
資
料
の
会 

日
本
語
学 

研 

幼
稚
園
生
活
に
お
け
る
幼
児
の
丁
寧
体
習
得
に
関
わ
る
要 

田 

所 

希
佳
子 

548 

究
と
資
料 

三
八 

(

一
五･

四) 

因 

─
保
育
者
へ
の
質
問
紙
調
査
か
ら
─ 

 
 

日
本
語
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会 

日
本
語
と
ジ
ェ
ン 

G
ender in Japanese Language Textbooks:  

Terum
i  

 

554 

ダ
ー 

一
四 

(

一
四･

六) 
M

odern Society and Teachers' Aw
areness 

 
 
 M

izum
oto

 
 

日
本
語
／
日
本
語
教
育
研
究
会 

日
本
語
／ 

現
実
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
「
～
な
い
で
く 
建 

石 
 
 

始 

559 

日
本
語
教
育
研
究 

六 
(

一
五･

五) 

だ
さ
い
」
と
は 

─
日
本
語
教
師
と
一
般
社
会
人
の
言
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感
覚
は
ど
こ
ま
で
ず
れ
て
い
る
の
か 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
九 

 

漫
才
の
ネ
タ
分
類
と
類
型
化
の
試
み 

─
構
成
要
素
を
用 

廣 

瀬 
義 

人 

567 
(

一
四･

六) 

い
た
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
か
ら
─ 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

こ
と
ば
と
文
字 

四 
 

｢

や
さ
し
い
日
本
語｣

研
究
の｢

こ
れ
ま
で｣

と｢

こ
れ
か 

庵 
 
 

功 

雄 

576 
(

一
五･

一
〇) 

ら｣ 
 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

言
い
換
え
調
査
に
基
づ
く
オ
ノ
マ
ト
ペ
表
現
の
選
択
志
向 

西 

村 

由 

美 
581 

一
一
二 

(

一
四･

七) 

性 

─
看
護
介
護
場
面
で
の
例
文
調
査
を
題
材
に
─ 

竹 

内 

和 

広 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

文
化
ス
キ
ー
マ
に
か
か
わ
る
話
題
の
出
現
過
程 

 

藤 
 
 

美 

帆 

589 

一
一
三 

(

一
四･

一
〇) 

─
多
文
化
ク
ラ
ス
に
お
け
る
会
話
の
質
的
分
析
─ 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
語
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
カ
タ
ロ
グ
の
マ
ル
チ
ジ
ャ
ン 

落 

合 

由 

治 

596 

一
一
四 

(

一
四･

一
二) 

ル
的
表
現
構
成 

─
説
得
心
理
学
の
視
点
か
ら
見
た
バ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ル
・
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
效
果
─ 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

戦
争
体
験
者
の
文
学
作
品
に
お
け
る
中
日
言
語
接
触 

張 
 
 

守 

祥 

604 

一
一
四 

(

一
四･

一
二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
保
育
学
会 

保
育
学
研
究 

五
三-

一 
 

四
歳
児
の
「
許
可
を
求
め
る
発
話
」
に
見
ら
れ
る
規
範
意 

廝 

谷 

真
知
子 

610 
(

一
五･

八) 

識 

─
判
断
基
準
と
し
て
の
他
者
参
照
─ 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文 

｢

～
て
も
ら
っ
て
い
い
？｣

の
普
及
に
関
す
る
研
究 

尾 

崎 

喜 

光 

616 

学
会 

清
心
語
文 

一
七 

(

一
五･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

梅
花
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要 

六
三 

漫
画
に
お
け
る
男
女
の
文
末
表
現 

─
少
女
向
け
コ
ミ
ッ 

大 

谷 

伊
都
子 

628 
(

一
五･

三) 

ク
誌
と
少
年
向
け
コ
ミ
ッ
ク
誌
の
比
較
─ 

 
 

一
橋
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

五 
 

議
論
の
場
に
お
け
る
「
他
者
発
言
容
認
の
前
置
き
表
現
」 

栁 

田 

直 

美 

635 
(

一
四･

七) 

使
用
の
縦
断
的
変
化 

─
中
国
人
日
本
語
学
習
者
の
場
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
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一
橋
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

六 
 

｢

や
さ
し
い
日
本
語｣

研
究
が
日
本
語
母
語
話
者
に
と
っ 

庵 
 
 

功 

雄 

643 
(

一
五･

七) 

て
持
つ
意
義 

─｢

や
さ
し
い
日
本
語｣

は
外
国
人
の
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
─ 

 
 

一
橋
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

六 
 

大
学
講
義
の
文
末
表
現
の
機
能 

─
引
用
助
詞
「
と
」
で 

石 

黒 
 
 

圭 

650 
(

一
五･

七) 

終
わ
る
文
を
例
に
─ 

 
 

姫
路
獨
協
大
学
大
学
院 

日
本
語
教
育
論
集 

 

意
見
文
に
見
ら
れ
る
話
し
こ
と
ば
の
一
考
察 

─
教
材
開 

苗 

田 

敏 

美 

657 

二
四 

(

一
五･

三) 

発
へ
の
可
能
性
─ 

 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
一
三 

 

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
方
言
不
使
用
に
つ
い
て
の
解
釈 

松 

本 

敏 

治 

661 
(

一
五･

三) 

─
言
語
習
得
か
ら
方
言
と
共
通
語
の
使
い
分
け
ま
で
─ 

崎 

原 

秀 

樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

菊 

地 

一 

文 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
に
お
け
る
対
人
関
係
の
複
層
性
と
連
続
性 

 

脇 
 
 

忠 

幸 

667 

二
二
四 

(

一
四･

一
二) 

─
方
言
調
査
の
録
音
デ
ー
タ
を
用
い
て
─ 

 
 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要 

第
二 

児
童
に
よ
る
文
末
ス
タ
イ
ル
の
使
い
分
け 

─
指
標
性
の 

岡 

崎 
 
 

渉 

676 

部 
(

文
化
教
育
開
発
関
連
領
域) 

六
四 

 

観
点
か
ら
─ 

吉 

村 

瑞 

希 
(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永 

田 

良 

太 
 

広
島
大
学
大
学
院 

論
叢 

国
語
教
育
学 

 

国
会
会
議
録
に
見
る
前
置
き
表
現
の
変
化 

森 
 
 

勇 

太 

681 

一
一 

(

一
五･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

福
岡
大
学
研
究
部
論
集 

Ａ
：
人
文
科
学
編 

 

韓
国
高
年
層
の
残
存
日
本
語
談
話
資
料 

金 
 
 

昴 

京 

686 

一
四-

二 
(

一
五･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

文
教
大
学
文
学
部
紀
要 

二
八-

二 
 

誤
解
や
外
的
要
因
に
基
づ
く
言
わ
れ
の
な
い
非
難
に
対
す 

末 

田 

美
香
子 

690 
(

一
五･

三) 

る
言
語
行
動 

─
日
本
人
社
会
人
・
日
本
人
学
生
・
留
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
の
比
較
か
ら
─ 

 
 

文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
付
属
言
語 

日
本
語
母
語
話
者
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
構
造
に
関
す
る
一
考
察 

鈴 

木 

一 

徳 

699 

文
化
研
究
所
紀
要 

言
語
と
文
化 

二
六 

 
 

浅 

野 

明 

代 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 

川 

眞
規
子 

 

法
政
大
学
国
文
学
会 

日
本
文
学
誌
要 

八
七 

ま
す
ま
す
丁
寧
化
す
る
日
本
語 

―
デ
ス
・
マ
ス
を
中
心 
尾 

谷 

昌 

則 

一
八 

(

一
三･

三) 

に
― 

 
 

母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
育
（
Ｍ
Ｈ 

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
環
境
に
あ
る
幼
児
の
文
字
概
念
認
知
と
受 

乗 
次 
章 

子 

714 

Ｂ
）
研
究
会 

母
語
・
継
承
語
・
バ
イ
リ
ン
ガ 

容
語
彙
の
発
達
調
査 

 

ル
教
育
（
Ｍ
Ｈ
Ｂ
）
研
究 

一
〇 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

広
告
表
現
の
解
釈
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
語
用
論
的
考
察 

呂 
 
 
 
 

晶 

724 

一
四 

(

一
四･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
教
育
大
学
紀
要 

人
文
科
学
・
社
会
科 

N
om

inalisation in Subject H
onorification 

O
G

A
 K

y
o

k
o
 
 

730 

学
編 

六
六-

一 
(

一
五･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
七 

 

共
話
を
含
む
言
い
さ
し
発
話
の
連
鎖 

─
日
中
母
語
話
者 

荻 

原 

稚
佳
子 

737 
(

一
五･

三) 

を
比
較
し
て
─ 

 
 

明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
七 

 
Self-Construals and D

eceptive M
otives in Japanese  

K
azuya H

ara 
 

744 
(

一
五･

三) 
Interpersonal Com

m
unication 

M
in-Sun K

im
 

 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

教
室
談
話
に
見
ら
れ
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス 

─
日
英
教
室
談 

山 

下 

早
代
子 

751 

応
用
言
語
学
研
究 

一
六 

(

一
四･

三) 

話
の
比
較
─ 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 
｢

会
話
の
間
接
性
尺
度｣

に
お
け
る
性
別
間
の
等
価
性
の
検 

原 
 
 

和 

也 

758 

応
用
言
語
学
研
究 

一
七 

(

一
五･

三) 

証 

─
平
均
構
造
・
多
母
集
団
同
時
分
析
を
用
い
て
─ 

 
 

琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要 

八
七 

(

一
五･

九) 

文
字
言
語
を
媒
介
し
た
方
法
知
の
伝
達
を
可
能
と
す
る
条 

小 

嶋 

季 

輝 

765 
 

件
的
要
素
に
関
す
る
研
究
：
伝
達
事
例
に
お
け
る
私
秘
的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

還
元
の
開
示
に
焦
点
化
し
て 

 
 

龍
谷
大
学 

龍
谷
紀
要 

三
五-

二 
(

一
四･

三) 

話
し
こ
と
ば
に
お
け
る
情
報
操
作 

―
ジ
ョ
ー
ク
を
中
心 

堀 

田 

知 

子 

770 
 

に
― 

 
 

早
稲
田
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
言
語 

現
在
を
生
き
る
台
湾
日
本
語
世
代
の
日
本
語
に
よ
る
こ
と 

佐 

藤 

貴 

仁 

778 

文
化
教
育
研
究
会 

言
語
文
化
教
育
研
究 

 

ば
の
活
動
の
意
味 

 

一
一 

(

一
三･

三) 
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第
五
分
冊
増
刊
（
言
語
学
・
対
照
研
究
） 

 

一 

言
語
学 

 

大
阪
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
研
究 

四
〇 

 

説
得
の
デ
ザ
イ
ン 

─
戯
曲
の
場
合
─ 

沖 

田 

知 

子 

1 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

お
茶
の
水
女
子
大
学
日
本
言
語
文
化
学
研
究
会 

日
本
語
の
未
知
漢
字
語
彙
の
意
味
推
測
に
見
る
中
国
語
を 

崔 
 
 
 
 

娉 

12 
 

言
語
文
化
と
日
本
語
教
育 

五
〇 

 

母
語
と
す
る
学
習
者
の
推
測
手
が
か
り
の
利
用 

─
漢
字 

 
(

一
五･

一
二) 
語
彙
の
日
中
対
応
関
係
及
び
Ｌ
２
習
熟
度
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌 

五
八 

 
東
ア
ジ
ア
諸
語
に
お
け
る
〈
数
〉
に
関
す
る
発
想
と
表
現 

禹 
 
 

旲 

穎 

17 
(

一
五･

三) 

─
名
詞
の
単
数
と
複
数
を
め
ぐ
っ
て
─ 

 
 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
七 

明
か
り
を
つ
け
る
こ
と
を
多
く
の
言
語
で
「
明
か
り
を
開 

平 

塚 
 
 

徹 

27 
(

一
四･

三) 

く
」
と
言
う
の
は
な
ぜ
か 

 
 

杏
林
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

二
七 

 

医
療
通
訳
者
の
主
体
的
な
判
断
に
つ
い
て 

─
機
能
主
義 

張 
 
 
 
 

弘 

41 
(

一
五･

三) 

翻
訳
理
論
の
観
点
か
ら
─ 

(

宮 

首 

弘 

子) 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
二-

四 
Left-corner Parsing for D

ependency G
ram

m
ar 

H
iroshi N

oji 
 

58 
(

一
五･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Y
usuke M

iyao
 

 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
八 

 

格
表
示
は
名
詞
と
動
詞
の
間
で
な
さ
れ
る 

─
構
造
伝
達 

今 

泉 

喜 

一 

77 
(

一
五･

七) 

文
法
の
視
点
か
ら
─ 

 
 

県
立
広
島
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要 

一
〇 

 
Etym

ology and Lexicalization in C
ognitive  

C
H

U
N

G
, 
 
 

85 
(

一
五･

二) 
G

ram
m

ar 
 

 
 

W
ootaek

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学 

Theoretical 
 

日
本
語
の
コ
ピ
ュ
ラ
文
の
形
式
意
味
論
的
分
析 

郡 

司 

隆 

男 

89 
and A

pplied Linguistics at K
obe Shoin  

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(TA

LK
S
) 

18 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
七-

二 

日
本
語
系
ク
レ
オ
ー
ル
語
の
形
成
プ
ロ
セ
ス 
真 
田 

信 

治 

95 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

首
都
大
学
東
京 

人
文
学
報 

四
八
七 

 
W

h-C
om

pounds: A
 Prelim

inary Study 
N

aom
i H

arada 
 

100 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

首
都
大
学
東
京 

人
文
学
報 

五
〇
二 

 

非
侵
襲
脳
刺
激
法
を
用
い
た
言
語
の
脳
科
学
研
究
の
現
在 

橋 

本 

龍
一
郎 

107 
(

一
五･

三) 
 

 
 

第
二
言
語
習
得
研
究
会 

第
二
言
語
と
し
て
の 

中
国
語
を
母
語
と
す
る
日
本
語
学
習
者
に
お
け
る
未
知
漢 

崔 
 
 
 
 

娉 

114 

日
本
語
の
習
得
研
究 

一
八 

(

一
五･

一
二) 

字
語
彙
の
意
味
推
測 

 
 

拓
殖
大
学
言
語
文
化
研
究
所 

語
学
研
究 

 

文
化
的
反
義
語
の
試
案 

─
第
四
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て 

山 

田 

政 

通 

123 

一
三
三 

(

一
五･

一
二) 

─ 
 

 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大 

呼
称
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
析 

─
自
称
詞
・
対
称
詞
・
他
称 

緒 

方 

隆 

文 

135 

学
部
紀
要 

一
〇 

(

一
五･

一) 

詞
─ 

 
 

中
央
大
学
大
学
院
論
究 

四
七-

一 

文
学
研
究 

構
成
的
完
結
性
の
演
算
の
再
考 

木 

村 

崇 

是 

142 

科
篇 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

総
合
教
育
科
学
系 

Ⅱ 

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
語
語
彙
の
共
通
語
化 

島 

田 

め
ぐ
み 

151 
 

六
五 

(

一
四･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高 

橋 

久 

子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 

田 

正 

文 
 

獨
協
大
学 

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス 

外
国
語
学
習
者
か
ら
翻
訳
者
へ 

永 

田 

小 

絵 

157 
 

一
五-

二 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

名
古
屋
言
語
研
究
会 

N
agoya Linguistics 

日
本
語
の
定
性
標
示
「
観
念
的
照
応
」
に
存
在
す
る
「
裸 

モ
ス
タ
フ
ァ 

 
*** 

(

名
古
屋
言
語
研
究) 

九 
(

一
五･

三) 

名
詞
」
と
「
あ
の
＋
Ｎ
Ｐ
」
の
定
性
の
性
質
の
違
い
を
め 

 
 

ヤ
ス
ミ
ー
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぐ
っ
て 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
の
動
機
付
け
に
関
す
る
一
考
察 

韓 
 
 
 
 

涛 

167 

学 

二
九 

(

一
五･

一
二) 
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名
古
屋
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
集 

 

文
法
が
生
成
す
る
文
の
数
が
無
限
だ
と
い
う
主
張
に
つ
い 

外 

池 

俊 

幸 
*** 

三
六-

二 
(

一
五･
二) 

て 
 

 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科 

論
集 

一
五 

 

日
本
語
非
母
語
話
者
の
日
本
人
の
名
前
の
性
別
判
断
能
力 

六 

川 

雅 

彦 

172 
(

一
五･

三) 

に
つ
い
て 

 
 

新
潟
大
学 

人
文
科
学
研
究 
一
三
五 

 

統
語
的
派
生
再
論 

江 

畑 

冬 

生 

179 
(

一
四･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
音
声
言
語
医
学
会 

音
声
言
語
医
学 

 

失
語
症
者
に
お
け
る
言
語
流
暢
性
課
題
の
成
績 

 

李 
 
 

多 

晛 

189 

五
六-

四 
(

一
五･

一
〇) 

─
品
詞
の
影
響
と
時
間
推
移
の
分
析
─ 

中 

村 
 
 

光 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊 

澤 

幸 

洋 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
八 

 
Japanese D

ialects and G
eneral Linguistics 

H
A

R
U

O
  

 

193 
(

一
五･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
K

U
B

O
ZO

N
O
 

 

日
本
心
理
学
会 

心
理
学
研
究 

八
五-

三 
 

説
明
予
期
が
文
章
理
解
に
及
ぼ
す
影
響 

─
実
験
と
メ
タ 

深 

谷 

達 

史 

209 
(

一
四･

八) 

分
析
に
よ
る
検
討
─ 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

使
用
言
語
に
よ
る
思
考
・
表
現
方
法
の
変
容
に
関
す
る
一 

東 

本 

裕 

子 

214 

一
一
八 

(

一
五･

一
〇) 

考
察 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要 

外
国
語 

肯
定
極
性
項
目
の
意
味
論
的
分
析
と
そ
の
問
題
点 

坂 

口 

真 

理 

223 

・
外
国
文
学
編 

三
九-

一 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

福
岡
大
学
人
文
論
叢 

四
六-

三 
(

一
四･

一
二) 

言
語
に
お
け
る
対
象
指
示
の
構
造 

古 

賀 

恵 

介 

229 
 

文
教
大
学
国
文
学
会 

文
教
大
学
国
文 

四
四 

｢

談
話｣

と
い
う
学
術
用
語
へ
の
不
満 

城 

生 

佰
太
郎 

242 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
文
教
大
学
論
集 

一
六 

(

一
五･

三) 

状
態
変
化
動
詞
の
事
象
投
射
構
造 

小 

西 

正 

人 

246 
 

北
海
道
立
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研 

ア
イ
ヌ
語
白
糠
方
言
に
お
け
るtek

の
用
法 

田 

村 

雅 

史 

260 

究
紀
要 

二
〇 

(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

二 

対
照
研
究 

 

愛
知
学
泉
大
学
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
紀
要 

日
中
対
照
研
究
方
法
論(

一) 

―
〝
给
・
Ｎ
＋
Ｖ
〟
表
現 

成 

戸 
浩 

嗣 

276 
 

三-

二 
(

一
五･

三) 

と
「
Ｎ
・
格
助
詞
」
を
用
い
た
日
本
語
動
詞
表
現(

上)

― 
 

 

愛
知
学
泉
大
学
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
紀
要 

日
中
対
照
研
究
方
法
論(

一) 

―
〝
给
・
Ｎ
＋
Ｖ
〟
表
現 

成 

戸 

浩 

嗣 

281 
 

四-

一 
(

一
五･

一
二) 

と
「
Ｎ
・
格
助
詞
」
を
用
い
た
日
本
語
動
詞
表
現(

下)

― 
 

 

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

言
語
・
文 

Successive-cyclic w
h-m

ovem
ent in Sinhalese  

H
isashi  

 
286 

学
編 

四
六 

(

一
四･

三) 
and Japanese 

 
 
 

M
O

R
ITA

 
 

桜
美
林
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

桜
美
林
言
語 

日
本
手
話
話
者
と
中
国
語
話
者
の
日
本
語
リ
テ
ラ
シ
ー 

 

佐
々
木 

倫 

子 

295 

教
育
論
叢 

一
一 

(

一
五･

三) 

─
表
記
と
文
法
に
着
目
し
て
─ 

岡 
 
 

典 

栄 
 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

言
語
の
類
型
的
特
徴
を
と
ら
え
る
た
め
の
対
照
研
究
に
つ 

張 
 
 

麟 

声 

302 

報
編 

一
〇 

(

一
五･

三) 

い
て 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学 

人
文
科
学
研
究 

一
〇 

話
題
の
切
り
出
し
か
ら
「
誘
い
」
の
意
志
決
定
に
至
る
ま 

黄 
 
 

明 

淑 

313 
(

一
四･

三) 

で
の
一
連
の
言
語
行
動 

─
中
国
語
母
語
話
者
と
日
本
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
語
話
者
の
比
較
─ 

 
 

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域 

学
校
教
育
学
類
紀 

日
英
語
複
文
構
造
の
対
照
言
語
学
的
研
究
：
英
語
学
習
者 

守 

屋 

哲 

治 

321 

要 

六 
(

一
四･

二) 

の
誤
用
の
観
点
か
ら 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
究 

三
四 

 
｢state

類
事
態
の
時
間
構
造｣

再
考 

─
英
語“know

”

、 

山 

村 

ひ
ろ
み 

327 
(

一
五･

三) 

日
本
語｢

知
る｣

、
ス
ペ
イ
ン
語“saber”

の
対
照
研
究
─ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

上) 
 

 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
究 

三
五 

 
｢state

類
事
態
の
時
間
構
造｣

再
考 

─
英
語“know

”

、 

山 

村 

ひ
ろ
み 

334 
(

一
五･

一
一) 

日
本
語｢

知
る｣

、
ス
ペ
イ
ン
語“saber”

の
対
照
研
究
─ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

下) 
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九
州
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
究 

三
五 

 

日
本
語
の｢

丁
寧
さ｣

と
ロ
シ
ア
語
の｢

ウ
ェ
ジ
リ
ボ
シ 

ウ
ェ
イ
ン
ベ
ル
グ 

 

341 
(

一
五･

一
一) 

チ｣ 

─
類
似
点
と
相
違
点
─ 

 

ナ
ジ
ェ
ー
ジ
ダ 

 
 

松 

村 

瑞 

子 
 

京
都
大
学
言
語
学
研
究 
三
三 

(

一
四･

一
二) 

ベ
ト
ナ
ム
語
指
示
詞
に
つ
い
て 

─
日
本
語
・
韓
国
語
の 

N
G

U
Y

EN
 TH

I  
 

348 
 

指
示
詞
と
の
対
照
を
基
に
─ 

 
 

H
A

 TH
U

Y
 

 

京
都
外
国
語
大
学
日
本
語
学
科
研
究
会 

無
差 

｢

誘
い｣

へ
の
応
答
に
関
す
る
日
中
対
照
研
究 

 

王 
 
 
 
 

暁 

363 
 

二
〇 

(

一
三･

三) 

─｢

食
事
に
誘
う｣

場
面
を
中
心
に
─ 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学 

 

比
喩
表
現
に
つ
い
て(

一
六) 

─
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
故 

小 

倉 

博 

史 

374 
C

osm
ica 

44 
(

一
五･

一) 

事
・
孳
・
成
句
に
見
ら
れ
る
食
器
の
語
彙
に
よ
る
比
喩
表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
を
中
心
と
し
て
─ 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学 

 
ロ
マ
ン
諸
語
に
お
け
る
語
の
有
縁
性
と
比
喩
表
現
に
つ
い 

小 

倉 

博 

史 

380 

研
究
論
叢 

八
四 

(

一
五･

一) 

て(
五) 

─
ロ
マ
ン
諸
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
）
と
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
語
の
故
事
・
孳
・
成
句
に
み
ら
れ
る
楽
器
名
に
よ
る
比 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喩
表
現
を
中
心
と
し
て
─ 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
・
京
都
外
国
語
短
期
大
学 

 

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
伝
達
上
の
価
値 

第
Ⅱ
部(

１) 
 

乙 

政 
 
 

潤 

388 

研
究
論
叢 

八
四 

(

一
五･

一) 

─
物
語
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
日
独
語
対
照
─ 

 
 

京
都
産
業
大
学
論
集 

人
文
科
学
系
列 

四
八 

日
本
語
の
ヨ
・
ネ
と
ス
ペ
イ
ン
語
表
現 

三 

好 

準
之
助 

399 
(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

二
一-

三  
U

nlabeled D
ependency Parsing B

ased  
D

an H
an

 
 

415 
(

一
四･

六) 
Pre-reordering for C

hinese-to-Japanese SM
T
 

Pascual  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
M

artínez-G
óm

ez 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Y
usuke M

iyao 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

K
atsuhito Sudoh 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

M
asaaki N

agata 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
八 

 

日
本
語
の
「
て
い
る
」
と
中
国
語
の
動
態
助
詞
と
の
対
応 

孫 
 
 
 
 

偉 

431 
(

一
五･

七) 

関
係 

─
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
考
察
を
中
心
に
─ 

 
 

高
知
大
学
留
学
生
教
育 

八 
(

一
四･

三) 

日
本
語
と
中
国
語
の
数
字
に
見
ら
れ
る
虚
数
修
辞
機
能
に 
林 

 
 

翠 

芳 

438 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
す
る
一
考
察 

 
 

高
知
大
学
留
学
生
教
育 

九 
(

一
五･

一
二) 

日
本
語
に
見
ら
れ
る
省
略
現
象
と
そ
の
文
化
背
景
に
関
す 

林 
 
 

翠 

芳 

446 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
一
考
察 

―
中
国
語
と
関
連
し
て
― 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
会 

神
戸
外
大
論
叢 

ス
ペ
イ
ン
語
の
間
投
詞eh

と
日
本
語
の
終
助
詞
「
よ
」 

野 

村 

明 

衣 

453 
 

六
四-

五 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
戸
女
子
大
学
英
文
学
会 

Tabard
 
29 

 

『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
に
お
け
る
引
用
部
と
伝
達 

濱 

側 
 
 

桃 
464 

(

一
四･

三) 

部
の
日
英
対
照
研
究 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

日
本
語
と
諸
言
語
の
対
照
研
究
か
ら
見
え
て
く
る
も
の 

 

プ
ラ
シ
ャ
ン
ト
・ 

470 

ビ
ュ
ー 

六-

二(

冊
子
版
六) 

(

一
五･

一
〇) 

─
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
理
論
的
・
応
用
的
な
研
究
成
果
─ 

 
 
 

パ
ル
デ
シ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今 

村 

泰 

也 
 

相
模
女
子
大
学
紀
要 

七
八 

(

一
五･

三) 
Floating quantifiers in Japanese and K

orean 
IT

O
 T

atsuya 
 

476 
 

島
根
大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

外
国
語
教 

話
題
転
換
時
に
お
け
る
談
話
標
識
の
使
用
に
関
す
る
日
中 

田 

中 

奈
緒
美 

480 

育
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

一
〇 

(

一
五･

三) 

比
較 

 
 

就
実
大
学
・
就
実
短
期
大
学 

就
実
論
叢 

 

日
本
語
と
英
語
の
統
語
的
対
照
と
関
連
す
る
事
柄
に
つ
い 

森 

安 

秀 

之 

486 

四
三 

(

一
四･

二) 

て(

一) 
 

 

昭
和
女
子
大
学
大
学
院
日
本
文
学
紀
要 

二
六 

日
本
語
教
育
の
立
場
か
ら
見
た
日
本
語
と
呉
語
の
比
較
研 

黄 
 
 

建 

香 

492 
(

一
五･

三) 

究 

─
ガ
行
鼻
濁
音
を
中
心
に 

 
 

第
二
言
語
習
得
研
究
会 

第
二
言
語
と
し
て
の 

日
本
語
の｢

伝
え
る｣

｢

投
げ
る｣

、
韓
国
語
の“jeon-ha- 

金 
 
 

祉 

譓 
*** 

日
本
語
の
習
得
研
究 

一
七 
(

一
四･

一
二) 

da” “deon-ji-da”

の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
比
較 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
母
語
話
者
の
考
え
る
意
味
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
比
較
─ 

 
 

拓
殖
大
学
言
語
文
化
研
究
所 

語
学
研
究 

 

『
水
滸
伝
』
の
日
本
語
訳
の
比
較
研
究 

趙 
 
 
 
 

昕 

500 

一
三
一 

(

一
四･

一
二) 
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中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文
研
紀
要 

 

司
法
通
訳
と
通
訳
言
語
の
選
択
に
関
す
る
一
考
察 

 

小 

田 
 
 

格 

513 

七
九 

(

一
四･
九) 

─
漢
語
方
言
に
関
す
る
判
例
等
を
素
材
と
し
て
─ 

 
 

東
海
大
学
日
本
文
学
会 

湘
南
文
学 

四
九 

 

謝
罪
表
現
に
お
け
る
日
中
間
の
相
違
に
つ
い
て
の
一
考
察 

張 
 
 

婭 

那 

540 
(

一
四･

一
一) 

 
 

 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
六 

(

一
五･

九) 
｢

人
の
場
所
化｣

に
関
す
る
日
中
対
照
研
究 

 

鄭 
 
 

若 

曦 

550 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─｢

起
点｣

｢

所
有
者｣

｢

動
作
主｣

─ 
 

 

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院 

言
語
・
地
域
文
化 

ウ
ズ
ベ
ク
語
の
愛
称
形
成
に
つ
い
て 

─
日
本
語
と
の
対 

ハ
ル
ナ
ザ
ロ
フ 

 

560 

研
究 

二
一 

(

一
五･

一) 

照
的
観
点
か
ら
─ 

 

マ
ム
ル
ジ
ョ
ン 

 

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会 

都
大
論
究 

 

程
度
表
現
の
対
照
研
究 

─
勧
誘
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
表
現 

時 
 
 

衛 

国 

570 

五
二 

(

一
五･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
言
語
研
究
会 

N
agoya Linguistics 

ク
メ
ー
ル
語
と
日
本
語
に
お
け
る
派
生
語
の
構
造 

コ
ン
・
ソ
テ
ィ
ア 

578 
(

名
古
屋
言
語
研
究) 

八 
(

一
四･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

日
韓
中
同
形
二
字
漢
字
語
の
品
詞
性
ウ
ェ
ブ
検
索
エ
ン
ジ 

于 
 
 

劭 

贇 

585 

学 

二
九 

(

一
五･

一
二) 

ン 

玉 

岡 

賀
津
雄 

 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

同
等
比
較
を
表
す
中
国
語
の
〝
相
当
〟
と
日
本
語
の
「
相 

疏 
 
 

蒲 

剣 

595 

学 

二
九 

(

一
五･

一
二) 

当
す
る
」
に
つ
い
て 
─
〈
一
方
向
の
比
較
〉
と
〈
双
方
向 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
比
較
〉
の
観
点
か
ら
─ 

 
 

名
古
屋
大
学
国
際
言
語
セ
ン
タ
ー 

日
本
語
・ 

日
本
語
学
習
者
の
文
章
構
造
の
対
照
修
辞
学
的
検
討 

─ 

近 

藤 

行 

人 

603 

日
本
文
化
論
集 

二
二 

(

一
五･

三) 

日
本
人
大
学
生
と
ウ
ズ
ベ
ク
人
大
学
生
と
の
比
較
か
ら
─ 

 
 

西
日
本
言
語
学
会 

ニ
ダ
バ(N

ID
A

B
A
) 

 

日
本
語
・
イ
タ
リ
ア
語
対
照
研
究 

 

古 

浦 

敏 

生 

617 

四
三 

(

一
四･

三) 

─｢

古 -

／
旧 -｣ vs. ｢antico

／vecchio｣
─ 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

日
本
語
受
身
文
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て 

高 

橋 

弥
守
彦 

622 

集 

一
六 

(

一
四･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

日
本
語
の
「
シ
テ
イ
ル
」
と
中
国
語
の
〝
Ｖ
得(

…)

〟 
王 

 
 

学 

群 

633 

集 

一
六 

(

一
四･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

日
本
語
訳
か
ら
み
た
〝
没
＋
Ｖ
＋
什
么(

Ｎ)

〟
構
文 

賈 
 
 

黎 

黎 

645 

集 

一
六 

(

一
四･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

中
国
語
の
〝
以
〟
類
の
目
的
表
現
と
日
本
語
の
ヨ
ウ
ニ
の 

戦 
 
 

慶 
勝 

656 

集 

一
六 

(

一
四･

五) 

対
応
・
非
対
応
関
係 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

程
度
表
現
の
対
照
研
究 

─
命
令
・
依
頼
の
モ
ダ
リ
テ
ィ 

時 
 
 

衛 

国 
667 

集 

一
七 

(

一
五･

五) 

表
現
─ 

 
 

日
中
対
照
言
語
学
会 

日
中
言
語
対
照
研
究
論 

中
国
語
の
〝
会
〟
可
能
文
と
日
本
語
の
ニ
標
示
可
能
文
に 

大 

江 

元 

貴 

677 

集 

一
七 

(

一
五･

五) 

つ
い
て 

 
 

日
本
学
生
支
援
機
構 

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

動
作
動
詞
の
日
中
対
照
研
究 

｢

も
つ｣

と｢

拿｣ 

水 

落 

い
づ
み 

686 

紀
要 

一
一 

(

一
五･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

副
詞
〝
居
然(juran

)

〟
と
〝
竟
然(jingran

)

〟
の
日
本
語 

張 
 
 

偉 

莉 

689 
 

一
九 

(

一
五･

一) 

訳
に
つ
い
て
〈
そ
の
一
〉 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

副
詞
〝
居
然(jūrán

)

〟
と
〝
竟
然(jìngrán

)

〟
の
日
本
語 

張 
 
 

偉 

莉 

699 
 

二
〇 

(

一
五･

一
一) 

訳
に
つ
い
て
〈
そ
の
二
〉 

 
 

日
本
語
学
研
究
と
資
料
の
会 

日
本
語
学 

研 

極
限
の
取
り
立
て
の
中
日
対
照
研
究 

 

李 
 
 

占 

軍 

709 

究
と
資
料 

三
七 

(

一
四･

四) 

─
〝
都
〟
と｢

さ
え｣

｢

ま
で｣

｢

も｣
｢

で
も｣

を
中
心
に
─ 

 
 

日
本
中
部
言
語
学
会 

A
rs Linguistica 

20 

談
話
モ
デ
ル
に
お
け
る
情
報
の
転
送
原
則
に
関
す
る
考
察 

劉 
 
 
 
 

驫 

718 
(

一
三･

一
一) 

─
日
本
語
と
中
国
語
の
場
合 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

フ
ラ
ン
ス
語
訳
『
伊
豆
の
踊
子
』
に
お
け
る
《
擬
音
》
表 

鈴 

井 

宣 

行 

728 

一
一
一 

(

一
四･

四) 

現
を
伴
っ
た
場
面
状
況
の
困
難
さ 

─
フ
ラ
ン
ス
語
話
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
如
何
に
理
解
し
得
る
の
か
─ 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
語
母
語
話
者
と
ス
リ
ラ
ン
カ
人
シ
ン
ハ
ラ
語
母
語
話 

Ｓ
・
Ｍ
・
Ｄ
・
Ｔ
・ 

 

734 

一
一
一 

(

一
四･

四) 

者
の
感
謝
表
現
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
傾
向 

ラ
ン
ブ
ク
ピ
テ
ィ 

 
 

ヤ 



(52-5増) 
35 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

依
頼
場
面
に
お
け
る
断
り
に
至
る
ま
で
の
言
語
行
動 

 

吉 

田 

好 

美 

741 

一
一
二 

(

一
四･
七) 

─
日
本
人
女
子
学
生
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
女
子
学
生
の
比 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

較
─ 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
中
両
言
語
に
お
け
る
数
字
を
含
む
熟
語
の
対
照
研
究 

 

李 
 
 
 
 

叶 

747 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

─
数
字
「
一
」
を
含
む
熟
語
を
中
心
に
─ 

 

一
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
・
中
・
英
働
き
か
け
る
文
の
対
照
研
究 

趙 
 
 

彦 

志 

756 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鄭 
 
 

咏 

灔 

一
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

認
知
言
語
学
に
よ
る
日
中
恩
恵
表
現
の
対
照
研
究 

 

佟 
 
 

利 

功 

767 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
─｢

て
も
ら
う｣

表
現
と
対
応
中
国
語
表
現
の
捉
え
方
を 

 

一
八 

(

一
五･

三) 
中
心
に
─ 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

日
中
同
形
語
の
共
起
の
異
同
に
関
す
る
研
究 

─
二
字
漢 

王 
 
 

燦 

娟 

774 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

語
名
詞
と
二
字
漢
語
サ
変
他
動
詞
の
共
起
を
中
心
に
─ 

 

一
八 

(

一
五･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

姫
路
獨
協
大
学
大
学
院 

日
本
語
教
育
論
集 

 

日
本
語
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
中
国
語
の
「
謝
謝
」
の
使 

野 

村 

由
香
里 

785 

二
四 

(

一
五･

三) 

用
の
際
に
見
ら
れ
る
違
い 

李 
 
 

玉 

秋 
 

兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要 

四
五 

(

一
四･

九) 

聾
学
校
で
の
手
話
を
活
用
し
た
「
よ
い
授
業
」
に
関
す
る 

鳥 

越 

隆 

士 

790 
 

日
中
比
較
研
究
：
研
究
授
業
を
通
し
た
分
析 

賀 
 
 

暁 

星 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

由 

季 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森 

井 

結 

美 
 

広
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
紀
要 

五 
 

｢

と
て
も｣

が
韓
国
語
で
程
度
副
詞
に
翻
訳
さ
れ
な
い
と
き 

深 

見 

兼 

孝 

797 
(

一
五･

三) 
 

 
 

広
島
大
学
日
本
語
教
育
研
究 

二
五 

 

日
本
語
二
字
漢
字
単
語
に
お
け
る
韓
国
語
漢
字
と
の
形
態 

松 

島 

弘 

枝 

802 
(

一
四･

三) 

・
音
韻
類
似
性
調
査 

 
 

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要 

四 
 

日
英
多
義
語
の
認
知
意
味
論
的
分
析 

 
皆 

島 
 
 

博 

806 
(

一
四･

一) 

─｢

イ
エ｣

と“house”

─ 
 

 

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要 

五 
 

日
英
多
義
語
の
認
知
意
味
論
的
分
析 

 

皆 
島 

 
 

博 

814 
(

一
五･

一) 

─｢

マ
ダ｣

と“still”

─ 
 

 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

日
本
の
唱
歌
・
童
謡
の
英
訳
比
較
考(

一) 

─
特
に
語
彙 

大 

塚 
孝 
一 

821 

応
用
言
語
学
研
究 

一
六 

(

一
四･

三) 

を
中
心
に
─ 

 
 
 
 
 

／
著 

 
 

山 

岸 

勝 

榮 
 

 
 
 
 
 

／
査
読 

 

山
口
大
学
人
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

山
口
国 

日
本
語
・
韓
国
語
・
中
国
語
・
英
語
の
無
主
格
文
に
つ
い 

穆 
 
 
 
 

欣 
827 

文 

三
七 

(

一
四･

三) 

て 

─
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
『
雪
国
』
の
原
文
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翻
訳
文
を
検
討
材
料
と
し
て
─ 

 
   
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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